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平
成
28
年
2
月
か
ら

　
　
　

7
月
ま
で
の
行
事

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

２
／
５　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

２
／
10　

中
部
組
合
と
の
打
合
せ
会
議

２
／
16　
「
は
じ
め
て
の
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
」講

　
　
　
　

習
会

２
／
17　

第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

３
／
11　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

３
／
18　

第
３
回
財
務
特
別
委
員
会

３
／
18　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
24　

鉄
二
厚
生
年
金
基
金
解
散
説
明
会

３
／
25　

事
務
局
長
協
会
第
60
回
定
期
総
会

３
／
25　

事
務
局
長
協
会
創
立
60
周
年
記
念

　
　
　
　

式
典

３
／
29　

相
談
役
会

４
／
６　

第
60
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

４
／
12　

監
事
会

４
／
22　

第
１
回
常
任
理
事
会

４
／
22　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

４
／
28　

東
京
中
央
会
「
役
員
・
評
議
員
合

　
　
　
　

同
会
議
」

５
／
19　

組
合
士
協
会
「
第
41
回
通
常
総
会
」

５
／
20　

一
般
缶
活
路
開
拓
講
習
会

５
／
20　

第
38
回
通
常
総
会

５
／
31　

東
京
中
央
会
「
第
64
回
通
常
総
会
」

６
／
13　

中
小
企
業
６
団
体
「
中
小
企
業
成

　
　
　
　

長
促
進
大
会
」

６
／
17　

全
国
組
合
士
協
会
連
合
会「
第
33
回

　
　
　
　

通
常
総
会
・
組
合
士
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　

2
0
1
6
」

７
／
７　

第
２
回
常
任
理
事
会

７
／
７　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

７
／
15　

東
京
都
紙
器
組
合
工
業
協
同
組
合

　
　
　
　

と
の
一
般
缶
工
場
見
学
会

７
／
21　

事
務
局
長
協
会
企
業
等
視
察

７
／
22　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
28
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

３
／
24　

役
員
会

５
／
12　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

５
／
19　

第
48
期
通
常
総
会

５
／
26　

Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ
会

７
／
29　

技
術
交
流
会
（
善
友
金
属
）

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

２
／
５　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
会
」

３
／
18　

第
１
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会

３
／
18　

平
成
27
年
度
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
18　

第
４
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

４
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

４
／
28　

経
済
産
業
省
「
軽
減
税
率
制
度
導

　
　
　
　

入
説
明
会
」

５
／
18　

監
事
会

６
／
３　

第
38
回
定
時
総
会

６
／
14　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
通
常
総
会

６
／
20　

経
済
産
業
省
「
金
属
課
お
披
露
目

　
　
　
　

会
・
異
動
者
歓
送
迎
会
」

７
／
７　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
6

７
／
７　

一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
人
の
技

　
　
　
　

と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
」
完
成

　
　
　
　

披
露
・
撮
影
協
力
感
謝
状
贈
呈
式

７
／
12　

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

連
合
会
「
第
18
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

平
成
28
年
８
月
か
ら

　
平
成
29
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定

７
／
28　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

２
／
26
〜
27　

研
修
旅
行
in
沖
縄

３
／
26　

第
10
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
25　

東
日
本
・
西
日
本
組
合
と
の
打
合

　
　
　
　

せ
会
議

９
／
16　

第
３
回
常
任
理
事
会

９
／
16　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

９
／
28　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

10
／
13　

東
京
中
央
会
「
会
長
表
彰
式
」

11
／
２　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／　
　

第
61
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
29
年

１
／
20　

第
４
回
常
任
理
事
会

１
／
20　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
５　

役
員
会

９
／
27　

合
同
部
会

10
／　
　

４
Ｓ
会

10
／
20　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

12
／
２　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

10
／
14　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
14　

第
２
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会

10
／
14　

第
41
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

12
／
8
〜
10　

環
境
展
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　
　
　
　
　
　

2
0
1
6
」

平
成
29
年

１
／　
　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

１
／
20　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

１
／
20　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

８
／
８　

会
計
監
査

８
／
22　

平
成
27
年
度
通
常
総
会

８
／
22　

納
涼
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
29
年

１
／　
　

新
年
会

《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
特
別
会
員
）

東
洋
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

大
塚
一
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

S
K
T
会
ゴ
ル
フ
会

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
28
年
４
月
６
日
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
梅
郷
コ
ー
ス
で
第
60
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

（
理
事
長
杯
取
り
切
り
戦
）
を
開
催
。
参
加

者
は
18
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

中
村
匡
宏
氏
（
神
宮
製
作
所
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

42
・
45
・
87
・
19
・
68

二
位　

二
橋
英
之
氏
（
二
橋
プ
リ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
46
・
91
・
18
・
73

三
位　

江
連
一
義
氏 （
江
連
金
属
印
刷
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
46
・
92
・
18
・
74

次
回
は
平
成
28
年
秋
に
行
う
予
定
。

　

平
成
28
年
５
月
12
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
４
７

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

佐
藤　

一
氏
（
佐
藤
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37
・
42
・ 

6
・
73

二
位　

黒
川
昌
隆
氏
（
東
伸
金
属
印
刷
工
業
）

    　
　
　
　
　
　
　
　

  

42
・
42
・
10
・
74

三
位　

小
島
善
男
氏
（
中
村
商
事
）

    　
　
　
　
　
　
　
　

  

46
・
47
・
18
・
75

次
回
は
平
成
28
年
10
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
28
年
５
月
26
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
第
49
回
の
ゴ
ル
フ
会
を

開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

小
林
喜
彦
氏
（
生
野
金
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
・
45
・
20
・
75

二
位　

松
尾
幸
宣
氏
（
三
国
金
属
工
業
）

  　
　
　
　
　
　
　
　

    

43
・
44
・
11
・
76

三
位　

仲
由
一
樹
氏
（
大
日
製
罐
）

   　
　
　
　
　
　
　
　

   

41
・
51
・
15
・
77

　

次
回
は
平
成
29
年
５
月
に
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
│
一
六
│
一
一

電　

話
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
六

代
表
取
締
役  

桑 

田 

敬 

士

株
式
会
社
愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
羽
町
九
六
四
│
一
九

電　

話
〇
四
五（
五
三
四
）〇
〇
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
五
三
四
）〇
〇
三
四

代
表
取
締
役  

藤 

井 

克 

政

株
式
会
社
東
京
ダ
イ
ス

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

（
西
日
本
組
合
員
）

善
友
金
属
㈱　

　

代
表
取
締
役
社
長　

砂
川
秀
樹
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

佐
藤
製
缶
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤
一
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

（
協
力
・
賛
助
会
員
）

富
安
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

田
川
正
之
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

明
邦
鋼
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

窪
島
孝
行
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
４
月

是
松
鋼
商
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

是
松
一
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
７
月

西
部
容
器
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

川
島
大
吾
氏

平
成
28
年
６
月

《
脱
退
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
）

埼
玉
製
缶
㈱　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

㈱
同
塵
社　
　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

（
西
日
本
組
合
）

大
和
容
器
㈱　　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

《
住
所
変
更
》

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱
忠
岡
工
場

　

〒
5
9
5
│
0
8
1
1

　

大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡
北
３
│
６
│
35

　
　

電　

話（
0
7
2
5
）2
2
│
3
0
0
1

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
7
2
5
）2
2
│
3
0
0
6

　

平
成
28
年
２
月
18
日

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

賢 

充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
平
田
氏
は
「
わ
が
国
の

人
口
が
長
期
的
に
急
減
す
る
中
で
、
人
が
集
ま
ら

な
い
会
社
に
未
来
は
な
い
。
女
性
が
働
き
や
す
い

会
社
は
男
性
も
働
き
や
す
い
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
男
性
も
活
躍
で
き
る
の
で
、

経
営
者
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
推
進
し
、
女
性
の
能
力
を
引

き
出
し
や
す
い
環
境
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
将
来

に
向
け
て
発
想
を
転
換
し
①
子
育
て
し
な
が
ら
も

働
き
続
け
ら
れ
る
②
勤
務
時
間
が
柔
軟
で
あ
る
③

残
業
が
あ
ま
り
多
く
な
い
④
雇
用
が
長
期
的
に
安

定
し
て
い
る
⑤

仕
事
の
内
容
に

や
り
が
い
が
感

じ
ら
れ
る
」
会

社
を
目
指
す
こ

と
が
課
題
で
あ

る
と
強
調
し
た
。

女
性
活
躍
の
推
進
を
目
指
し

　

3
人
の
女
性
論
者
交
え
討
論
を
展
開

全日本一般缶工業団体連合会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

鳥
居　

会
社
で
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
。

齊
藤　

私
は
千
葉
管
理
課
で
総
務
全
般
を
受
け
持

つ
。
就
業
規
則
の
改
定
や
安
全
衛
生
面
で
は
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
従
業
員

の
健
康
管
理
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
担
当
者
と

し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
従
業
員
の
相
談
窓
口

と
な
り
休
職
者
と
の
連
絡
係
や
復
職
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

鳥
居　

女
性
が
活
躍
す
る
上
で
会
社
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。

齊
藤　

1
点
目
は
、
職
能
資
格
制
度
が
あ
る
こ
と
。

職
種
ご
と
に
職
能
資
格
要
件
表
が
あ
り
、
誰
も
が

閲
覧
で
き
る
。
ま
た
各
個
人
も
そ
れ
ぞ
れ
等
級
が

あ
る
の
で
、
そ
の
要
件
表
に
自
分
の
等
級
を
あ
て

は
め
る
と
次
に
自
分
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
の
か
が
一
目

瞭
然
と
な
る
。
毎
年
３
月
に
は
通
信
教
育
強
調
月

間
を
設
け
、
全
従
業
員
に
自
己
啓
発
を
促
し
て
い

る
。
教
育
訓
練
に
は
費
用
面
、
時
間
面
で
の
援
助

を
充
実
さ
せ
、
完
全
取
得
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

る
。
資
格
取
得
者
に
は
資
格
手
当
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。

　

２
点
目
は
、
育
児
介
護
休
業
制
度
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
規
定
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
休
職
者
に
は
面

倒
な
手
続
き
を
会
社
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
休
職
中
の

書
類
関
係
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

３
点
目
は
、
休
み
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
が

あ
る
こ
と
。
年
次
有
給
休
暇
は
1
時
間
単
位
で
取

得
で
き
る
時
間
有
給
休
暇
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
28
年
７
月
７
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
」
を
開
催
し
、
会
員
企
業
な
ど
1
1
9
人
が
参

加
し
た
。
第
１
部
は
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
事
務
局
長
の
平
田
美
穂
氏
が
「
女
性
活
躍
の

可
能
性
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

同
連
合
会
の
鳥
居
廣
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
「
女
性
活
躍
の
場
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
」

を
テ
ー
マ
に
３
人
の
女
性
パ
ネ
リ
ス
ト
が
体
験
を
通
じ
た
討
論
を
展
開
し
た
。
第
３
部
は
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
懇
親
を
深
め
た
。（
司
会
は
小
西
康
晴
運
営
副
委
員
長
）

一般缶イノベーションフォーラム2016一般缶イノベーションフォーラム2016
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４
点
目
は
、
自
己
申
告
制
度
が
あ
る
こ
と
。
年

に
1
回
従
業
員
一
人
ひ
と
り
と
、
社
長
、
会
長
、

部
門
長
と
の
面
接
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
面
接
で

は
、
従
業
員
本
人
の
現
在
の
目
標
や
悩
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ

る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
働
き
方
に
対
し
て
、
本
人

と
ト
ッ
プ
と
の
考
え
方
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、

極
力
本
人
が
希
望
す
る
仕
事
に
就
け
る
よ
う
な
配

慮
を
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

　

最
後
の
５
点
目
は
、
非
正
規
社
員
の
働
き
方
の

多
様
性
で
あ
る
。
女
性
に
多
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

や
嘱
託
な
ど
の
非
正
規
社
員
に
は
、
か
な
り
働
き

や
す
い
会
社
と
思
わ
れ
る
。
1
0
3
万
円
又
は

1
3
0
万
円
未
満
の
収
入
制
限
の
あ
る
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
に
関
し
て
は
、
年
1
回
の
昇
給
時
に
対
象

者
全
員
の
年
間
収
入
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
本
人
の
希
望
す
る
働
き
方
、
時
間
面
や
収
入

面
と
会
社
の
求
め
る
働
き
方
と
を
話
し
合
っ
て
契

約
を
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
収

入
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
扶
養
の
範

囲
内
で
働
け
、
ま
た
会
社
と
し
て
も
繁
忙
期
な
ど

に
調
整
さ
れ
て
休
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
な
く
な
る
。

ま
た
、
非
正
規
社
員
に
は
、
準
社
員
、
社

員
登
用
制
度
が
あ
る
。

鳥
居　

取
締
役
と
し
て
の
仕
事
内
容
に
つ

い
て
。

朝
倉　

取
締
役
の
辞
令
を
受
け
た
時
、
一

体
取
締
役
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
が
、

ま
ず
は
お
客
さ
ん
あ
っ
て
の
会
社
と
思
い
、

取
締
役
の
名
刺
を
出
し
て
お
客
さ
ん
の
所

を
回
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
取
締
役
た
る
責
任
が
付
い
て
き
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
取
締
役
な
ん
だ
か
ら
、
こ

ん
な
缶
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

が
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
と
答
え
る
と
い

ろ
ん
な
問
題
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
。
当
時
は

売
上
げ
が
毎
月
ダ
ウ
ン
し
て
い
て
、
も
し

会
社
が
潰
れ
た
ら
自
分
の
責
任
に
な
る
と

思
い
必
死
に
な
っ
て
営
業
を
し
た
。
商
工

会
議
所
の
会
合
で
知
り
合
っ
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
方
に
1
年
間
、
営
業
の
仕
方
を

教
わ
っ
た
。
営
業
と
し
て
は
注
文
が
取
れ

な
か
っ
た
ら
困
る
。
そ
こ
で
国
内
の
展
示

会
に
あ
れ
こ
れ
出
た
り
、
国
の
経
営
革
新
支
援
を

活
用
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
に
ジ
ェ
ト
ロ
へ
相
談

に
行
っ
た
ら
東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
千
葉
県
か

ら
海
外
展
示
会
へ
の
助
成
金
が
出
る
と
い
う
こ
と

を
紹
介
さ
れ
た
。
千
葉
県
は
3
・
11
の
地
震
の
被

害
が
あ
っ
た
の
で
、
旅
費
を
含
め
全
面
的
な
助
成

を
し
て
い
た
だ
い
て
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
展
示

会
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
先
も
会
社
が
何

と
か
生
き
抜
い
て
い
け
る
よ
う
、
体
当
た
り
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
取
締
役
と
し
て
の
私

の
責
務
だ
と
思
う
。

鳥
居　

齊
藤
さ
ん
、
朝
倉
さ
ん
の
話
も
含
め
て
、

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

平
田　

齊
藤
さ
ん
の
事
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

女
性
社
員
が
た
だ
単
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
ん
な
部
門
の
改
善
提
案
な
ど
を
出
す

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
持
て
る
よ
う
に
す
る

か
が
経
営
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
鍵
だ
と
思
う
。

朝
倉
さ
ん
の
お
話
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
部
門

の
女
性
と
い
う
立
場
な
の
で
一
般
社
員
と
は
違
う

見
方
と
な
る
。
合
理
的
に
短
期
に
し
っ
か
り
と
間

違
い
な
く
仕
事
を
仕
上
げ
る
た
め
の
采
配
は
、
実

は
女
性
は
結
構
で
き
得
る
存
在
で
も
あ
る
。
経
営

に
携
わ
る
方
、
管
理
部
門
や
現
場
の
ト
ッ
プ
の
皆

さ
ん
が
そ
う
い
う
能
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
思

い
を
持
つ
か
ど
う
か
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
社
内
の
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
く
る
。
私
自
身
の
経
験
上
か
ら
、

女
性
を
生
か
せ
る
企
業
は
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

こ
の
先
、
業
界
の
未
来
を
社
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、「
危
機
意
識
」
と
「
新
た
な
展
開
」
が

大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
。

司
会　

女
性
経
営
者
の
代
表
と
し
て
、
明
和
金
属

工
業
㈱
の
渋
谷
眞
理
子
社
長
に
感
想
を
お
聞
き
し

た
い
。

渋
谷　

代
表
取
締
役
に
な
っ
た
時
か
ら
何
を
し
て

い
い
か
、
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
か
え

っ
て
そ
れ
な
り
に
恐
れ
る
こ
と
も
な
く
突
き
進
め

ら
れ
た
。
そ
れ
が
女
性
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
ず
、
会
社
が
ち
ょ
っ
と
暗
い
感
じ

が
し
た
の
で
、
と
に
か
く
明
る
く
し
よ
う
と
挨
拶

か
ら
始
め
た
。
そ
れ
と
男
性
は
相
談
す
る
こ
と
が

少
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
会
社
案
内
を
新
し
く
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。
月
に
1
回
く
ら
い

の
会
合
を
通
じ
て
み
ん
な
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
ろ
う
と
思
っ
た
。
平
田
事
務
局
長
さ
ん

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
社
員
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い

う
こ
と
で
、
社
員
と
と
も
に
向
上
し
て
い
く
こ
と

を
始
め
た
。
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
の
素
晴
ら
し
い
社
内
制

度
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
社
員
に
も
時
間
の

有
休
制
度
な
ど
働
き
や
す
い
制
度
だ
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
女
性
も
活
躍
で
き
る
会
社
に
し
て
い
き

た
い
。

司
会　

㈱
三
友
機
械
製
作
所
の
山
本
妙
さ
ん
に
、

製
缶
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
仕
事
の
中
で
、
今

後
女
性
が
さ
ら
に
活
躍
が
期
待
で
き
る
場
面
を
お

聞
き
し
た
い
。

山
本　

弊
社
の
女
性
社
員
は
、
私
が
12
年
前
に
入

社
し
た
当
時
４
人
で
し
た
。
今
年
で
倍
の
８
人
に

な
り
、
社
員
の
３
割
弱
く
ら
い
は
女
性
が
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
そ
の
中
で
も
C
A
D
な
ど

を
扱
う
設
計
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
女
子
社
員
が

い
な
か
っ
た
が
、
２
人
ほ
ど
増
員
し
て
、
非
常
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
製
缶
機
械
メ
ー
カ
ー

な
の
で
力
仕
事
や
、
お
客
様
の
生
産
の
稼
働
日
で

は
な
い
土
日
や
大
型
連
休
に
仕
事
が
集
中
し
て
し

ま
う
。そ
の
場
合
、女
性
社
員
は
家
庭
も
あ
る
の
で
、

な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
。
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
の
よ
う

に
、
男
性
社
員
が
も
う
少
し
積
極
的
に
振
休
を
使

っ
て
く
れ
れ
ば
、
女
性
社
員
も
休
み
が
取
り
や
す

く
な
る
と
思
っ
た
。

こ
こ
で
大
阪
製
缶
㈱
の
清
水
雄
一
郎
社
長
か
ら
質

問
が
あ
っ
た
。

清
水　

弊
社
に
は
製
缶
の
現
場
に
検
品
や
検
査
の

仕
事
を
す
る
女
性
が
パ
ー
ト
を
含
め
て
20
人
く
ら

い
い
る
が
、
こ
れ
は
チ
ー
ム
と
呼
べ
る
よ
う
な
女

性
集
団
に
な
る
と
思
う
。
大
体
み
ん
な
同
じ
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

前
提
で
、
女
性
の
上
に
立
つ
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
ら
れ
る
資
質
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
い
う
も
の

が
あ
る
べ
き
だ
と
お
考
え
か
。

平
田　

ま
ず
は
自
分
自
身
が
し
っ
か
り
し
た
考
え

を
持
て
る
人
。
次
に
議
論
が
で
き
る
人
で
あ
り
、

意
見
を
聞
け
る
人
で
あ
り
、
謙
虚
に
学
べ
る
人
。

3
点
目
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
理
解
を
求
め
る
努

力
が
で
き
る
人
で
は
な
い
か
と
思
う
。

朝
倉　

グ
ル
ー
プ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
た
い

本
人
の
意
識
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
会
社
を
向

上
さ
せ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
を
も
っ
て
行
動

で
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

齊
藤　

や
る
気
が
あ
っ
て
、
改
善
意
欲
が
あ
っ
て
、

人
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
だ
と
思
う
。
人
間
関

係
が
非
常
に
難
し
い
の
で
、
う
ま
く
職
場
を
回
せ

る
人
が
上
に
立
つ
の
が
望
ま
し
い
。

鳥
居　

一
般
缶
業
界
で
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ

る
に
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
。

齊
藤　

企
業
の
環
境
整
備
と
周
囲
の
理
解
が
大
切

と
思
う
。
育
児
介
護
休
業
制
度
も
前
例
が
な
い
と

初
め
て
の
人
は
休
み
づ
ら
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

従
業
員
が
長
く
勤
め
ら
れ
る
職
場
風
土
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
。
弊
社
で
は
旦
那
さ
ん
に
お
子
さ

ん
の
育
児
を
任
せ
て
、
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
て

働
い
て
い
る
女
性
社
員
が
い
る
。
製
造
業
は
男
社

会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
や
る

気
の
あ
る
人
に
は
女
性
だ
か
ら
と
決
め
つ
け
ず
、

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

朝
倉　

弊
社
で
は
、
工
場
長
の
姿
を
横
目
で
見
な

が
ら
手
づ
く
り
の
仕
事
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
そ
の

技
術
を
女
性
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
会
社
の
改
善
が

か
な
り
必
要
と
な
り
、
そ
こ
が
弊
社
の
問
題
点
で

あ
る
。
女
性
が
多
け
れ
ば
職
場
が
明
る
く
な
る
し
、

男
性
の
方
も
目
が
輝
い
て
く
る
の
で
、
ぜ
ひ
女
性

を
た
く
さ
ん
入
れ
て
会
社
経
営
を
し
て
い
き
た
い
。

平
田　

女
性
を
登
用
す
る
と
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
が
結
構
大
き
い
問
題
と
な
る
。
社
長
、
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
、
工
場
長
の
言
葉
は
も
の
す
ご
く
影
響

力
が
あ
る
。
軽
々
し
く
、
苦
々
し
い
顔
で
言
っ
た

り
す
る
態
度
は
、
会
社
の
方
針
そ
の
も
の
が
反
映

し
て
い
る
も
の
と
部
下
は
受
け
止
め
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
こ
と
は
日
頃
か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
に
は
社

内
制
度
を
設
計
し
た
り
、
お
金
も
時
間
も
か
か
る

か
ら
、
こ
の
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
今
日

の
成
果
は
何
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
実
行
で

き
る
会
社
に
す
る
に
は
、
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば

い
い
の
か
を
会
社
の
中
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
と
い
う
こ

と
イ
コ
ー
ル
働
き
や
す
い
環
境
、
人
助
け
を
す
る

と
い
う
こ
と
の
、
自
身
の
宣
言
で
も
あ
る
。

鳥
居　

一
般
缶
業
界
で
は
売
上
げ
な
ど
業
績
が
低

迷
す
る
中
で
、
人
材
問
題
は
一
番
重
要
視
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
今
い
る
従
業
員
の
中
に
、
男
女
の

別
な
く
幹
部
に
登
用
し
て
い
く
部
分
を
改
め
て
考

え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
新
し
い
社
員
を
雇

用
す
る
場
合
も
女
性
を
十
分
戦
力
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

パネリスト略歴

コーディネーター略歴

◉「
経
営
側
は
女
性
社
員
に
対
す
る
日
頃
の
言
動
に
気
を
付
け
て
」（
平
田
氏
）

◉「
企
業
の
環
境
整
備
と
周
囲
の
理
解
が
大
切
」（
齊
藤
氏
）

◉「
女
性
社
員
に
も
仕
事
が
や
り
や
す
い
会
社
組
織
に
」（
朝
倉
氏
）

平田美穂（ひらた みほ）氏
中小企業家同友会全国協議会事務局長
1959年福岡県生まれ。1983年山口
大学経済学部卒。1986年中小企業
家同友会全国協議会事務局入局。
2005年4月から事務局次長、2012年
7月から現職。2016年3月のニューヨー
ク国連本部で行われたCSW（女性の
地位委員会）のサイドイベント（日本政
府代表部とNGO共催）で、「日本の中
小企業と中同協の女性活躍推進の取
り組み」をテーマにスピーチした。

齊藤浩美（さいとう ひろみ）氏
㈱ヒロハマ 千葉管理課千葉管理係長
1998年3月大学卒業、同年4月㈱ヒロ
ハマに入社以降、総務・管理部門の職
務を担当。2013年4月千葉管理課千
葉管理副係長、2015年4月から現職。
安全衛生面でのサポート、育児・介護等
による休職者の職場復帰支援を担当。
就業規則など社内規定の作成や見直
しを行うなどの仕組みづくりに取り組む。

朝倉みどり（あさくら みどり）氏
㈱江東堂高橋製作所取締役
1970年4月㈱江東堂高橋製作所に入
社。主に事務職と販売に従事。1974
年9月結婚のため退社。1992年4月再
度同社に入社。1999年同社取締役に
就任。働くことの魅力を感じトータルプロ
デューサーとして販路拡大、新商品の
開発やクレーム処理に奔走。会社の生
き残りをかけた活動に専心している。

鳥居  廣（とりい ひろし）氏
全日本一般缶工業団体連合会理事
1951年9月生まれ。1970年高校卒業
後、大阪・中村商事㈱入社。1972年4
月㈲鳥居製缶入社。1981年7月取締
役営業部長。1996年4月代表取締役
専務。2002年4月代表取締役社長。
2005年5月東日本一般缶工業協同組
合理事。2013年5月同組合常任理事。
2015年5月同組合副理事長。2009
年6月から現職。

満席の中で熱心に耳を傾ける参加者

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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４
点
目
は
、
自
己
申
告
制
度
が
あ
る
こ
と
。
年

に
1
回
従
業
員
一
人
ひ
と
り
と
、
社
長
、
会
長
、

部
門
長
と
の
面
接
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
面
接
で

は
、
従
業
員
本
人
の
現
在
の
目
標
や
悩
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
ト
ッ
プ
に
伝
え
ら
れ

る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
働
き
方
に
対
し
て
、
本
人

と
ト
ッ
プ
と
の
考
え
方
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、

極
力
本
人
が
希
望
す
る
仕
事
に
就
け
る
よ
う
な
配

慮
を
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

　

最
後
の
５
点
目
は
、
非
正
規
社
員
の
働
き
方
の

多
様
性
で
あ
る
。
女
性
に
多
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

や
嘱
託
な
ど
の
非
正
規
社
員
に
は
、
か
な
り
働
き

や
す
い
会
社
と
思
わ
れ
る
。
1
0
3
万
円
又
は

1
3
0
万
円
未
満
の
収
入
制
限
の
あ
る
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
に
関
し
て
は
、
年
1
回
の
昇
給
時
に
対
象

者
全
員
の
年
間
収
入
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
本
人
の
希
望
す
る
働
き
方
、
時
間
面
や
収
入

面
と
会
社
の
求
め
る
働
き
方
と
を
話
し
合
っ
て
契

約
を
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
収

入
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
扶
養
の
範

囲
内
で
働
け
、
ま
た
会
社
と
し
て
も
繁
忙
期
な
ど

に
調
整
さ
れ
て
休
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
な
く
な
る
。

ま
た
、
非
正
規
社
員
に
は
、
準
社
員
、
社

員
登
用
制
度
が
あ
る
。

鳥
居　

取
締
役
と
し
て
の
仕
事
内
容
に
つ

い
て
。

朝
倉　

取
締
役
の
辞
令
を
受
け
た
時
、
一

体
取
締
役
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
が
、

ま
ず
は
お
客
さ
ん
あ
っ
て
の
会
社
と
思
い
、

取
締
役
の
名
刺
を
出
し
て
お
客
さ
ん
の
所

を
回
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
取
締
役
た
る
責
任
が
付
い
て
き
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
取
締
役
な
ん
だ
か
ら
、
こ

ん
な
缶
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

が
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
と
答
え
る
と
い

ろ
ん
な
問
題
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
。
当
時
は

売
上
げ
が
毎
月
ダ
ウ
ン
し
て
い
て
、
も
し

会
社
が
潰
れ
た
ら
自
分
の
責
任
に
な
る
と

思
い
必
死
に
な
っ
て
営
業
を
し
た
。
商
工

会
議
所
の
会
合
で
知
り
合
っ
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
方
に
1
年
間
、
営
業
の
仕
方
を

教
わ
っ
た
。
営
業
と
し
て
は
注
文
が
取
れ

な
か
っ
た
ら
困
る
。
そ
こ
で
国
内
の
展
示

会
に
あ
れ
こ
れ
出
た
り
、
国
の
経
営
革
新
支
援
を

活
用
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
に
ジ
ェ
ト
ロ
へ
相
談

に
行
っ
た
ら
東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
千
葉
県
か

ら
海
外
展
示
会
へ
の
助
成
金
が
出
る
と
い
う
こ
と

を
紹
介
さ
れ
た
。
千
葉
県
は
3
・
11
の
地
震
の
被

害
が
あ
っ
た
の
で
、
旅
費
を
含
め
全
面
的
な
助
成

を
し
て
い
た
だ
い
て
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
展
示

会
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
先
も
会
社
が
何

と
か
生
き
抜
い
て
い
け
る
よ
う
、
体
当
た
り
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
取
締
役
と
し
て
の
私

の
責
務
だ
と
思
う
。

鳥
居　

齊
藤
さ
ん
、
朝
倉
さ
ん
の
話
も
含
め
て
、

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

平
田　

齊
藤
さ
ん
の
事
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

女
性
社
員
が
た
だ
単
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
ん
な
部
門
の
改
善
提
案
な
ど
を
出
す

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
持
て
る
よ
う
に
す
る

か
が
経
営
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
鍵
だ
と
思
う
。

朝
倉
さ
ん
の
お
話
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
部
門

の
女
性
と
い
う
立
場
な
の
で
一
般
社
員
と
は
違
う

見
方
と
な
る
。
合
理
的
に
短
期
に
し
っ
か
り
と
間

違
い
な
く
仕
事
を
仕
上
げ
る
た
め
の
采
配
は
、
実

は
女
性
は
結
構
で
き
得
る
存
在
で
も
あ
る
。
経
営

に
携
わ
る
方
、
管
理
部
門
や
現
場
の
ト
ッ
プ
の
皆

さ
ん
が
そ
う
い
う
能
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
思

い
を
持
つ
か
ど
う
か
で
、
ず
い
ぶ
ん
と
社
内
の
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
く
る
。
私
自
身
の
経
験
上
か
ら
、

女
性
を
生
か
せ
る
企
業
は
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

こ
の
先
、
業
界
の
未
来
を
社
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、「
危
機
意
識
」
と
「
新
た
な
展
開
」
が

大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
。

司
会　

女
性
経
営
者
の
代
表
と
し
て
、
明
和
金
属

工
業
㈱
の
渋
谷
眞
理
子
社
長
に
感
想
を
お
聞
き
し

た
い
。

渋
谷　

代
表
取
締
役
に
な
っ
た
時
か
ら
何
を
し
て

い
い
か
、
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
か
え

っ
て
そ
れ
な
り
に
恐
れ
る
こ
と
も
な
く
突
き
進
め

ら
れ
た
。
そ
れ
が
女
性
の
良
い
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
ず
、
会
社
が
ち
ょ
っ
と
暗
い
感
じ

が
し
た
の
で
、
と
に
か
く
明
る
く
し
よ
う
と
挨
拶

か
ら
始
め
た
。
そ
れ
と
男
性
は
相
談
す
る
こ
と
が

少
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
会
社
案
内
を
新
し
く
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。
月
に
1
回
く
ら
い

の
会
合
を
通
じ
て
み
ん
な
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
ろ
う
と
思
っ
た
。
平
田
事
務
局
長
さ
ん

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
社
員
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い

う
こ
と
で
、
社
員
と
と
も
に
向
上
し
て
い
く
こ
と

を
始
め
た
。
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
の
素
晴
ら
し
い
社
内
制

度
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
社
員
に
も
時
間
の

有
休
制
度
な
ど
働
き
や
す
い
制
度
だ
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
女
性
も
活
躍
で
き
る
会
社
に
し
て
い
き

た
い
。

司
会　

㈱
三
友
機
械
製
作
所
の
山
本
妙
さ
ん
に
、

製
缶
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
仕
事
の
中
で
、
今

後
女
性
が
さ
ら
に
活
躍
が
期
待
で
き
る
場
面
を
お

聞
き
し
た
い
。

山
本　

弊
社
の
女
性
社
員
は
、
私
が
12
年
前
に
入

社
し
た
当
時
４
人
で
し
た
。
今
年
で
倍
の
８
人
に

な
り
、
社
員
の
３
割
弱
く
ら
い
は
女
性
が
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
そ
の
中
で
も
C
A
D
な
ど

を
扱
う
設
計
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
女
子
社
員
が

い
な
か
っ
た
が
、
２
人
ほ
ど
増
員
し
て
、
非
常
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
製
缶
機
械
メ
ー
カ
ー

な
の
で
力
仕
事
や
、
お
客
様
の
生
産
の
稼
働
日
で

は
な
い
土
日
や
大
型
連
休
に
仕
事
が
集
中
し
て
し

ま
う
。そ
の
場
合
、女
性
社
員
は
家
庭
も
あ
る
の
で
、

な
か
な
か
対
応
で
き
な
い
。
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
の
よ
う

に
、
男
性
社
員
が
も
う
少
し
積
極
的
に
振
休
を
使

っ
て
く
れ
れ
ば
、
女
性
社
員
も
休
み
が
取
り
や
す

く
な
る
と
思
っ
た
。

こ
こ
で
大
阪
製
缶
㈱
の
清
水
雄
一
郎
社
長
か
ら
質

問
が
あ
っ
た
。

清
水　

弊
社
に
は
製
缶
の
現
場
に
検
品
や
検
査
の

仕
事
を
す
る
女
性
が
パ
ー
ト
を
含
め
て
20
人
く
ら

い
い
る
が
、
こ
れ
は
チ
ー
ム
と
呼
べ
る
よ
う
な
女

性
集
団
に
な
る
と
思
う
。
大
体
み
ん
な
同
じ
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

前
提
で
、
女
性
の
上
に
立
つ
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
ら
れ
る
資
質
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
い
う
も
の

が
あ
る
べ
き
だ
と
お
考
え
か
。

平
田　

ま
ず
は
自
分
自
身
が
し
っ
か
り
し
た
考
え

を
持
て
る
人
。
次
に
議
論
が
で
き
る
人
で
あ
り
、

意
見
を
聞
け
る
人
で
あ
り
、
謙
虚
に
学
べ
る
人
。

3
点
目
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
理
解
を
求
め
る
努

力
が
で
き
る
人
で
は
な
い
か
と
思
う
。

朝
倉　

グ
ル
ー
プ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
た
い

本
人
の
意
識
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
会
社
を
向

上
さ
せ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
を
も
っ
て
行
動

で
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

齊
藤　

や
る
気
が
あ
っ
て
、
改
善
意
欲
が
あ
っ
て
、

人
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
だ
と
思
う
。
人
間
関

係
が
非
常
に
難
し
い
の
で
、
う
ま
く
職
場
を
回
せ

る
人
が
上
に
立
つ
の
が
望
ま
し
い
。

鳥
居　

一
般
缶
業
界
で
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ

る
に
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
。

齊
藤　

企
業
の
環
境
整
備
と
周
囲
の
理
解
が
大
切

と
思
う
。
育
児
介
護
休
業
制
度
も
前
例
が
な
い
と

初
め
て
の
人
は
休
み
づ
ら
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

従
業
員
が
長
く
勤
め
ら
れ
る
職
場
風
土
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
。
弊
社
で
は
旦
那
さ
ん
に
お
子
さ

ん
の
育
児
を
任
せ
て
、
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
て

働
い
て
い
る
女
性
社
員
が
い
る
。
製
造
業
は
男
社

会
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
や
る

気
の
あ
る
人
に
は
女
性
だ
か
ら
と
決
め
つ
け
ず
、

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

朝
倉　

弊
社
で
は
、
工
場
長
の
姿
を
横
目
で
見
な

が
ら
手
づ
く
り
の
仕
事
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
そ
の

技
術
を
女
性
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
会
社
の
改
善
が

か
な
り
必
要
と
な
り
、
そ
こ
が
弊
社
の
問
題
点
で

あ
る
。
女
性
が
多
け
れ
ば
職
場
が
明
る
く
な
る
し
、

男
性
の
方
も
目
が
輝
い
て
く
る
の
で
、
ぜ
ひ
女
性

を
た
く
さ
ん
入
れ
て
会
社
経
営
を
し
て
い
き
た
い
。

平
田　

女
性
を
登
用
す
る
と
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
が
結
構
大
き
い
問
題
と
な
る
。
社
長
、
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
、
工
場
長
の
言
葉
は
も
の
す
ご
く
影
響

力
が
あ
る
。
軽
々
し
く
、
苦
々
し
い
顔
で
言
っ
た

り
す
る
態
度
は
、
会
社
の
方
針
そ
の
も
の
が
反
映

し
て
い
る
も
の
と
部
下
は
受
け
止
め
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
こ
と
は
日
頃
か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
に
は
社

内
制
度
を
設
計
し
た
り
、
お
金
も
時
間
も
か
か
る

か
ら
、
こ
の
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
今
日

の
成
果
は
何
も
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
実
行
で

き
る
会
社
に
す
る
に
は
、
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば

い
い
の
か
を
会
社
の
中
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
と
い
う
こ

と
イ
コ
ー
ル
働
き
や
す
い
環
境
、
人
助
け
を
す
る

と
い
う
こ
と
の
、
自
身
の
宣
言
で
も
あ
る
。

鳥
居　

一
般
缶
業
界
で
は
売
上
げ
な
ど
業
績
が
低

迷
す
る
中
で
、
人
材
問
題
は
一
番
重
要
視
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
今
い
る
従
業
員
の
中
に
、
男
女
の

別
な
く
幹
部
に
登
用
し
て
い
く
部
分
を
改
め
て
考

え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
新
し
い
社
員
を
雇

用
す
る
場
合
も
女
性
を
十
分
戦
力
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

パネリスト略歴

コーディネーター略歴

◉「
経
営
側
は
女
性
社
員
に
対
す
る
日
頃
の
言
動
に
気
を
付
け
て
」（
平
田
氏
）

◉「
企
業
の
環
境
整
備
と
周
囲
の
理
解
が
大
切
」（
齊
藤
氏
）

◉「
女
性
社
員
に
も
仕
事
が
や
り
や
す
い
会
社
組
織
に
」（
朝
倉
氏
）

平田美穂（ひらた みほ）氏
中小企業家同友会全国協議会事務局長
1959年福岡県生まれ。1983年山口
大学経済学部卒。1986年中小企業
家同友会全国協議会事務局入局。
2005年4月から事務局次長、2012年
7月から現職。2016年3月のニューヨー
ク国連本部で行われたCSW（女性の
地位委員会）のサイドイベント（日本政
府代表部とNGO共催）で、「日本の中
小企業と中同協の女性活躍推進の取
り組み」をテーマにスピーチした。

齊藤浩美（さいとう ひろみ）氏
㈱ヒロハマ 千葉管理課千葉管理係長
1998年3月大学卒業、同年4月㈱ヒロ
ハマに入社以降、総務・管理部門の職
務を担当。2013年4月千葉管理課千
葉管理副係長、2015年4月から現職。
安全衛生面でのサポート、育児・介護等
による休職者の職場復帰支援を担当。
就業規則など社内規定の作成や見直
しを行うなどの仕組みづくりに取り組む。

朝倉みどり（あさくら みどり）氏
㈱江東堂高橋製作所取締役
1970年4月㈱江東堂高橋製作所に入
社。主に事務職と販売に従事。1974
年9月結婚のため退社。1992年4月再
度同社に入社。1999年同社取締役に
就任。働くことの魅力を感じトータルプロ
デューサーとして販路拡大、新商品の
開発やクレーム処理に奔走。会社の生
き残りをかけた活動に専心している。

鳥居  廣（とりい ひろし）氏
全日本一般缶工業団体連合会理事
1951年9月生まれ。1970年高校卒業
後、大阪・中村商事㈱入社。1972年4
月㈲鳥居製缶入社。1981年7月取締
役営業部長。1996年4月代表取締役
専務。2002年4月代表取締役社長。
2005年5月東日本一般缶工業協同組
合理事。2013年5月同組合常任理事。
2015年5月同組合副理事長。2009
年6月から現職。

満席の中で熱心に耳を傾ける参加者

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
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会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

連
合
会
組
織
の
再
編
問
題
が
提
起
さ
れ
る

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
６
月
３
日
、

東
京
・
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
の
第
７
東
ビ
ル

で
第
38
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
10

人
。
池
田
祥
三
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

定
村
光
会
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
、
同
会
長
が
議
長

と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の

決
定
の
件
」「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協

議
会
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
「
３
組
合
統
合
化
問
題

の
件
」
で
は
、
東
日
本
組
合
か
ら
連
合
会
組
織
の

再
編
問
題
が
提
起
さ
れ
、
今
後
慎
重
か
つ
迅
速
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
最
後
に
西

日
本
、
中
部
、
東
日
本
の
各
理
事
長
が
近
況
報
告

を
行
っ
た
の
ち
、
中
田
成
一
副
会
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
終
了
し
た
。

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５

月
20
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
第
38
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委

任
状
を
含
め
40
人
。
竹
内
雅
夫
常
任
理
事
の
司
会

で
進
行
し
、
志
賀
正
人
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、

定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
。
同
理
事
長
が
議
長

と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
」「
平
成
27
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限

度
決
定
の
件
」「
３
組
合
統
合
化
問
題
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。
広
浜
泰
久
副
理
事
長
の
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
28
年

５
月
19
日
、
大
阪
市
北
区
・
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル

大
阪
で
第
48
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
委
任
状
を
含
め
23
名
。
中
田
成
一
理
事
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
並

び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度

予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」「
役
員
選

任
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
選
任
は
理
事
１
名
が
欠
員
の
た
め
、
指
名

推
選
制
に
よ
り
明
和
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
の

渋
谷
眞
理
子
氏
が
承
認
さ
れ
、
小
西
康
晴
副
理
事

長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

総会終了後、出席者全員で記念撮影

5 4

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
38
回
定
時
総
会
を
開
催

工
場
見
学
レ
ポ
ー
ト

◆平成28年度事業方針◆
　本年度は「３組合統合化問題」に慎
重かつ迅速に対処しながら、諸事業を
進める。
核となるＰＲ事業では、本連合会が開
発した「オリジナルクッキー缶・浮世絵
シリーズ」の積極的な活用を図る。一般
缶もの知りＤＶＤ「人の技と夢が詰まっ
た一般缶」を制作し、その完成後は小
学校を中心にその活用促進に全力を
尽くす。「エシカル消費」への取組では、
2回目の勉強会を大阪で行う。展示会
では「エコプロダクツ2016」に出展し
一般缶を広くＰＲする。
　教育情報事業では「一般缶イノベー
ションフォーラム2016」を開催し、「女
性活躍の可能性と今後の課題」と題す
る基調講演と「女性活躍の場をどう広
げていくか」をテーマにパネルディスカッ
ションを行う。新年賀詞交歓会、全国流
通委員会・部会協議会を例年通り開
催する。「一般缶連合会ニュース」の発
行や業界関連情報の提供に努めるほ
か、調査研究事業では、「景気動向等
アンケート」及び「一般缶鉄鋼月報」を
取りまとめ、業界動向の把握に努める。

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５
月
24

日
、
名
古
屋
市
中
区
・
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

第
66
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任

状
を
含
め
８
人
。

　

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
件
」

「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の

承
認
に
関
す
る
件
」「
そ
の
他
賛
助
会
員
新
加
入

の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
石
川
浩
章
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

　消費財や生産財、エネルギー、流通、各種サ
ービスまで、あらゆる分野の企業の環境への取
り組みが一堂に集まる、日本を代表する参加体
験型環境総合展示会です。18回目となる今回
もスチール缶リサイクル協会、全国十八リットル
缶工業組合連合会と共同出展し、一般缶の優
れた特性をＰＲします。

エコプロダクツ２０１６に出展しますエコプロダクツ２０１６に出展します
■平成28年12月８日（木）～10日（土）
■東京ビッグサイト東ホール全館

全日本一般缶工業団体連合会

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』が
完
成

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』が
完
成

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
学
校
教
育

と
連
携
し
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
一
般
缶
の
社

会
的
有
用
性
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
東
京
都
台
東

区
立
台
東
育
英
小
学
校
の
監
修
の
も
と
で
企
画
・

制
作
を
進
め
て
い
た
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
平
成
28
年
７
月
７
日
に
開
か
れ
た
一

般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
披
露
し
た
。

　

小
学
２
年
の
少
女
が
夢
の
中
で
一
般
缶
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
缶
イ
チ
く
ん
」
か
ら
連
合

会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
「
赤
富
士
」
缶
の
で
き

る
ま
で
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
い
う
筋
書
き
で
、

メ
ニ
ュ
ー
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
↓
缶
の
材
料
と
デ
ザ
イ

ン
↓
金
属
印
刷
の
工
程
↓
製
缶
の
工
程
↓
充
填
の

ＤＶＤ盤面のデザイン

出演したユリちゃん（前列右側）、ノンちゃん（前列左側）
と撮影協力した皆さん

ＤＶＤ入り缶ケース（限定版）

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

業
界
初
！
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

工
程
↓
一
般
缶
の
歴
史
と
３
Ｒ
↓
エ
ピ
ロ
ー
グ
と

な
っ
て
お
り
全
編
で
20
分
。
ま
た
、
平
成
28
年
９

月
初
旬
を
目
途
に
利
用
者
の
た
め
の
「
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
す
る
。
内
容
は
一
般
缶
に
関
係
す

る
専
門
用
語
、
一
般
缶
の
製
法
・
種
類
・
特
性
、

ス
チ
ー
ル
缶
の
３
Ｒ
の
解
説
・
デ
ー
タ
、Ｑ
＆
Ａ

な
ど
。
当
初
は
缶
ケ
ー
ス
入
り
限
定
版
を
２
０
０

セ
ッ
ト
、
缶
ケ
ー
ス
な
し
の
普
及
版
を
１
０
０
セ

ッ
ト
つ
く
り
、
小
学
校
の
出
前
授
業
や
社
会
科
授

業
の
副
教
材
と
し
て
、
ま
た
会
員
企
業
の
取
引
先

へ
の
Ｐ
Ｒ
、
新
入
社
員
教
育
、
展
示
会
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、
普
及
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

　全日本一般缶工業団体連合会は平成
28年７月７日に開催した一般缶イノベーショ
ンフォーラム第３部の交流パーティーで、こ
のほど完成した一般缶もの知りＤＶＤ「人の
技と夢が詰まった
一般缶」に出演し
たユリちゃんとノン
ちゃん、撮影に協
力した㈲アドスタッ
フ・大成ブリキ印
刷㈱・㈱トーカン・
㈱泉屋東京店に
対し感謝状を贈
呈した。

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
28
年

７
月
15
日
、
埼
玉
県
吉
川
市
に
所
在
す
る
㈱
東
都

製
缶
吉
川
工
場
の
見
学
会
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は

同
組
合
が
東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
と
の
相
互

交
流
の
一
環
と
し
て
同
紙
器
組
合
の
組
合
員
を
対

象
に
し
た
も
の
で
当
日
の
参
加
者
は
12

人
。
同
工
場
は
J
R
武
蔵
野
線
吉
川
美

南
駅
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
で
７
つ
目
の
停
留

所
「
土
場
橋
」
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
る
。

午
後
３
時
10
分
、
同
工
場
の
食
堂
で
山

本
泰
則
社
長
か
ら
「
缶
の
作
り
方
」
に

つ
い
て
①
素
材
②
印
刷
方
法
③
つ
く
り

方
の
順
に
映
像
資
料
を
交
え
て
15
分
間

ほ
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
２
班
に

工場見学会に参加した面々

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
と
の
相
互
交
流
の一環

東
都
製
缶
・
吉
川
工
場
の
見
学
会
を
実
施

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

分
か
れ
て
製
缶
工
場
を
見
学
し
た
。
第
１
班
の
見

学
中
は
第
２
班
が
食
堂
で
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ

Ｄ「
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
」
を
視
聴

し
た
。
見
学
終
了
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
午
後

４
時
30
分
に
終
了
し
た
。

ＤＶＤ制作の出演・協力者に感謝状
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会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

連
合
会
組
織
の
再
編
問
題
が
提
起
さ
れ
る

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
６
月
３
日
、

東
京
・
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
の
第
７
東
ビ
ル

で
第
38
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
10

人
。
池
田
祥
三
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

定
村
光
会
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
、
同
会
長
が
議
長

と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の

決
定
の
件
」「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協

議
会
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
「
３
組
合
統
合
化
問
題

の
件
」
で
は
、
東
日
本
組
合
か
ら
連
合
会
組
織
の

再
編
問
題
が
提
起
さ
れ
、
今
後
慎
重
か
つ
迅
速
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
最
後
に
西

日
本
、
中
部
、
東
日
本
の
各
理
事
長
が
近
況
報
告

を
行
っ
た
の
ち
、
中
田
成
一
副
会
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
終
了
し
た
。

■
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５

月
20
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
第
38
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委

任
状
を
含
め
40
人
。
竹
内
雅
夫
常
任
理
事
の
司
会

で
進
行
し
、
志
賀
正
人
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、

定
村
光
理
事
長
が
挨
拶
し
た
。
同
理
事
長
が
議
長

と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
」「
平
成
27
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限

度
決
定
の
件
」「
３
組
合
統
合
化
問
題
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。
広
浜
泰
久
副
理
事
長
の
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

■
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
28
年

５
月
19
日
、
大
阪
市
北
区
・
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル

大
阪
で
第
48
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
委
任
状
を
含
め
23
名
。
中
田
成
一
理
事
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業
並

び
に
決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
平
成
28
年
度

予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」「
役
員
選

任
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
選
任
は
理
事
１
名
が
欠
員
の
た
め
、
指
名

推
選
制
に
よ
り
明
和
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
の

渋
谷
眞
理
子
氏
が
承
認
さ
れ
、
小
西
康
晴
副
理
事

長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

総会終了後、出席者全員で記念撮影
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
38
回
定
時
総
会
を
開
催

工
場
見
学
レ
ポ
ー
ト

◆平成28年度事業方針◆
　本年度は「３組合統合化問題」に慎
重かつ迅速に対処しながら、諸事業を
進める。
核となるＰＲ事業では、本連合会が開
発した「オリジナルクッキー缶・浮世絵
シリーズ」の積極的な活用を図る。一般
缶もの知りＤＶＤ「人の技と夢が詰まっ
た一般缶」を制作し、その完成後は小
学校を中心にその活用促進に全力を
尽くす。「エシカル消費」への取組では、
2回目の勉強会を大阪で行う。展示会
では「エコプロダクツ2016」に出展し
一般缶を広くＰＲする。
　教育情報事業では「一般缶イノベー
ションフォーラム2016」を開催し、「女
性活躍の可能性と今後の課題」と題す
る基調講演と「女性活躍の場をどう広
げていくか」をテーマにパネルディスカッ
ションを行う。新年賀詞交歓会、全国流
通委員会・部会協議会を例年通り開
催する。「一般缶連合会ニュース」の発
行や業界関連情報の提供に努めるほ
か、調査研究事業では、「景気動向等
アンケート」及び「一般缶鉄鋼月報」を
取りまとめ、業界動向の把握に努める。

■
中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

　

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５
月
24

日
、
名
古
屋
市
中
区
・
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

第
66
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任

状
を
含
め
８
人
。

　

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
池
田
祥
三
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
27
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
件
」

「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
の

承
認
に
関
す
る
件
」「
そ
の
他
賛
助
会
員
新
加
入

の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
石
川
浩
章
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

　消費財や生産財、エネルギー、流通、各種サ
ービスまで、あらゆる分野の企業の環境への取
り組みが一堂に集まる、日本を代表する参加体
験型環境総合展示会です。18回目となる今回
もスチール缶リサイクル協会、全国十八リットル
缶工業組合連合会と共同出展し、一般缶の優
れた特性をＰＲします。

エコプロダクツ２０１６に出展しますエコプロダクツ２０１６に出展します
■平成28年12月８日（木）～10日（土）
■東京ビッグサイト東ホール全館

全日本一般缶工業団体連合会

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』が
完
成

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』が
完
成

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
学
校
教
育

と
連
携
し
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
一
般
缶
の
社

会
的
有
用
性
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
東
京
都
台
東

区
立
台
東
育
英
小
学
校
の
監
修
の
も
と
で
企
画
・

制
作
を
進
め
て
い
た
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
』
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
平
成
28
年
７
月
７
日
に
開
か
れ
た
一

般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
披
露
し
た
。

　

小
学
２
年
の
少
女
が
夢
の
中
で
一
般
缶
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
缶
イ
チ
く
ん
」
か
ら
連
合

会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
「
赤
富
士
」
缶
の
で
き

る
ま
で
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
い
う
筋
書
き
で
、

メ
ニ
ュ
ー
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
↓
缶
の
材
料
と
デ
ザ
イ

ン
↓
金
属
印
刷
の
工
程
↓
製
缶
の
工
程
↓
充
填
の

ＤＶＤ盤面のデザイン

出演したユリちゃん（前列右側）、ノンちゃん（前列左側）
と撮影協力した皆さん

ＤＶＤ入り缶ケース（限定版）

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

業
界
初
！
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ

工
程
↓
一
般
缶
の
歴
史
と
３
Ｒ
↓
エ
ピ
ロ
ー
グ
と

な
っ
て
お
り
全
編
で
20
分
。
ま
た
、
平
成
28
年
９

月
初
旬
を
目
途
に
利
用
者
の
た
め
の
「
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
す
る
。
内
容
は
一
般
缶
に
関
係
す

る
専
門
用
語
、
一
般
缶
の
製
法
・
種
類
・
特
性
、

ス
チ
ー
ル
缶
の
３
Ｒ
の
解
説
・
デ
ー
タ
、Ｑ
＆
Ａ

な
ど
。
当
初
は
缶
ケ
ー
ス
入
り
限
定
版
を
２
０
０

セ
ッ
ト
、
缶
ケ
ー
ス
な
し
の
普
及
版
を
１
０
０
セ

ッ
ト
つ
く
り
、
小
学
校
の
出
前
授
業
や
社
会
科
授

業
の
副
教
材
と
し
て
、
ま
た
会
員
企
業
の
取
引
先

へ
の
Ｐ
Ｒ
、
新
入
社
員
教
育
、
展
示
会
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、
普
及
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

　全日本一般缶工業団体連合会は平成
28年７月７日に開催した一般缶イノベーショ
ンフォーラム第３部の交流パーティーで、こ
のほど完成した一般缶もの知りＤＶＤ「人の
技と夢が詰まった
一般缶」に出演し
たユリちゃんとノン
ちゃん、撮影に協
力した㈲アドスタッ
フ・大成ブリキ印
刷㈱・㈱トーカン・
㈱泉屋東京店に
対し感謝状を贈
呈した。

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
、
平
成
28
年

７
月
15
日
、
埼
玉
県
吉
川
市
に
所
在
す
る
㈱
東
都

製
缶
吉
川
工
場
の
見
学
会
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は

同
組
合
が
東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
と
の
相
互

交
流
の
一
環
と
し
て
同
紙
器
組
合
の
組
合
員
を
対

象
に
し
た
も
の
で
当
日
の
参
加
者
は
12

人
。
同
工
場
は
J
R
武
蔵
野
線
吉
川
美

南
駅
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
で
７
つ
目
の
停
留

所
「
土
場
橋
」
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
る
。

午
後
３
時
10
分
、
同
工
場
の
食
堂
で
山

本
泰
則
社
長
か
ら
「
缶
の
作
り
方
」
に

つ
い
て
①
素
材
②
印
刷
方
法
③
つ
く
り

方
の
順
に
映
像
資
料
を
交
え
て
15
分
間

ほ
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
２
班
に

工場見学会に参加した面々

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
と
の
相
互
交
流
の一環

東
都
製
缶
・
吉
川
工
場
の
見
学
会
を
実
施

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

分
か
れ
て
製
缶
工
場
を
見
学
し
た
。
第
１
班
の
見

学
中
は
第
２
班
が
食
堂
で
一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ

Ｄ「
人
の
技
と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
」
を
視
聴

し
た
。
見
学
終
了
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
午
後

４
時
30
分
に
終
了
し
た
。

ＤＶＤ制作の出演・協力者に感謝状
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　平成28年２月16日、東京・墨田区のすみだ中小企
業センターで行われた教育・組織委員会企画の技術
講習会「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加しました。
今回は５人が受講し、本来２時間半×２回で行われる
講習内容を１回３時間に短縮したプログラムを組んで
いただき、「Ｒoot Ｐro ＣＡＤ」の無料ダウンロード版を
使い進められました。
　「直線」や「斜線」から始まり、「曲線」や「円」の作図
を学び、ここで担当の先生から衝撃の一言「これで大
体の図面は引くことができます」。基本的なことができ
れば、あとは応用方法の使い方です。確かに一見し
て難しそうな「多角形」なども細かく区分けしていけば、
「直線」と「曲線」の組み合せであることが分かりました。
　振り返ってみれば、難しそうだという先入観や食わ
ず嫌いとはこのことかと反省しました。お陰様で講習
が終わった頃には自社の製品図面の総改訂まで考え
ていました。ただ、受講中、先生から言われた「触れ
ていないと忘れてしまう」という言葉は、まさにその通り
だと思い、今後は教えていただいたことを反芻練習し
たいと思っています。
　最後に、個人的にも取り組みに消極的であった「Ｃ
ＡＤによる図面作成」に触れる機会をいただき、企画
された委員の皆様に感謝いたします。

メキシコについて熱く語る講師の大嶋氏

「エシカル」の重要性を力説する瀧田社長
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「
最
新
メ
キ
シ
コ
事
情
と

　
　

  
一般
缶
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
開
催

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５

月
20
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
「
最
新
メ
キ
シ
コ
事
情
と
一
般
缶
の
可
能
性
」

と
題
す
る
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
日
本
磨

棒
鋼
工
業
組
合
事
務
局
長
の
大
嶋
巖
氏
。
こ
れ
は
、

一
般
缶
の
国
内
需
要
が
著
し
く
縮
小
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
10
月
に
大
筋
合
意
さ
れ

た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
T
P
P
）
協

定
に
よ
る
関
税
撤
廃
等
を
最
大
限
に
活
用
し
た
市

場
開
拓
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
で
同
組

合
の
活
路
開
拓
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。
大
嶋

氏
は
在
メ
キ
シ
コ
日
本
国
大
使
館
の
資
料
に
基
づ

き
メ
キ
シ
コ
の
経
済
・
社
会
、
日
墨
関
係
を
中
心

に
説
明
し
た
。
自
身
の

長
期
に
わ
た
る
メ
キ
シ

コ
と
の
関
わ
り
と
体
験

を
通
し
て
次
の
点
を
指

摘
し
た
。○
母
系
社
会

で
家
族
主
義
○
物
を
大

切
に
す
る
民
族
○
非
常

に
親
日
的
だ
が
時
間
に

ル
ー
ズ
○
誕
生
日
な
ど

に
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
習
慣
が
あ
る
○
容
器

は
経
済
性
と
リ
サ
イ
ク

ル
性
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
が
好
ま
れ
る
○
メ

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

キ
シ
コ
人
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
あ
ま
り
お
金
を
か
け

な
い
。

　

関
心
事
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
一
般
缶
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
「
メ
キ
シ
コ
で
は
高
級
な
ク

ッ
キ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に
一

般
缶
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
工

夫
す
れ
ば
新
市
場
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

缶
を
輸
出
す
る
と
い
う
よ
り
現
地
に
合
弁
会
社
を

つ
く
っ
て
「
地
産
地
消
」
の
形
態
で
進
出
す
る
の

が
一
番
よ
い
。
ま
ず
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
現

地
視
察
を
」
と
語
っ
た
。
ま
た
大
嶋
氏
は
メ
キ
シ

コ
で
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
５
つ
の
「
あ
」
す

な
わ
ち
「
①
あ
わ
て
ず
②
あ
せ
ら
ず
③
あ
て
に
せ

ず
④
あ
た
ま
に
こ
ず
⑤

あ
き
ら
め
ず
」
を
常
に

心
が
け
る
こ
と
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
近
い
将

来
メ
キ
シ
コ
の
店
頭
に

一
般
缶
商
品
が
た
く
さ

ん
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
結
ん

だ
。

「
エ
シ
カ
ル
」を
一般
缶
Ｐ
Ｒ
の
次
な
る
展
開
に

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
28
年

３
月
18
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会

館
で
第
１
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会
を
開
催

し
た
。
司
会
は
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協

議
会
の
鳥
居
廣
委
員
。

　

始
め
に
同
協
議
会
の
広
浜
泰
久
委
員
長
が
「
本

日
の
勉
強
会
を
機
に
一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
の
次
な
る
展

開
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
の
ち
、

㈱
デ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
瀧
田
理

康
社
長
か
ら
「
企
業
Ｐ
Ｒ
に
エ
シ
カ
ル
は
不
可
欠

な
時
代
に
」
と
題
し
講
義
が
行
わ
れ
た
。
瀧
田
社

長
は
「
エ
シ
カ
ル
と
は
英
語
のethical

で
あ
り

『
道
徳
上
』『
倫
理
的
な
』
と
い
う
意
味
。
英
語
圏

で
は
「
環
境
や
社
会
に
配
慮
し
て
い
る
様
子
」
と

い
う
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
意
味
を
持
つ
。
広
範
囲

な
社
会
問
題
や
社
会
的
責
任
を
一
言
で
あ
ら
わ
し
、

地
球
環
境
に
配
慮
す
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
起
点

に
社
会
問
題
と
し
て
貧
困
や
児
童
労
働
、
伝
統
や

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
１
回「
エ
シ
カ
ル
消
費
」勉
強
会

一
般
缶
活
路
開
拓
講
習
会

職
人
の
再
評
価
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

再
生
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
」
と
説

明
し
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
、
コ
ッ
ト
ン
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
例
に
具
体
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
、

そ
の
意
味
づ
け
を
解
説
し
た
。

　

さ
ら
に
エ
シ
カ
ル
消
費
が
広
が
っ
て
い
る
背
景

に
は
①
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
②
日
本
の
消

費
者
意
識
の
変
化
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を

紹
介
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、「
エ
シ
カ
ル
」
と
「
企

業
活
動
」
と
「
Ｐ
Ｒ
」
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
と
力
説
し
た
。

平成２７年１２月～平成２８年５月までの一般缶生産出荷実績
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3
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27.12

  28.  1

         2

         3

         4

         5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

（単位：ｔ）

５，５６７ 
（５，５２０）
４，９０７ 
（４，９０３）
５，２９７ 
（５，１４９）
５，５０４ 
（５，３１０）
５，３５８ 
（５，４９８）
５，３９１ 
（４，９００）
４，２３６ 
（４，０７９）
３，７１１ 
（３，４９１）
３，６５６ 
（３，６６５）
３，７８８ 
（３，９１５）
　３，６８２ 
（３，９３６）
　３，５６９ 
（３，５９５）

５，１８５ 
（５，２２８）
４，１６６ 
（４，７９６）
４，６５４ 
（４，８９３）
５，１５０ 
（５，１８７）
４，９２０ 
（５，０２９）
４，８６１ 
（４，８８９）
４，２４４ 
（４，２１４）
３，５２３ 
（３，５６０）
３，４２４ 
（３，５０９）
３，６５０ 
（３，９３８）
　３，５８７ 
（３，８５９）
３，４２４ 
（３，５４６）

３１２ 
（３６０）
３８５ 
（２７７）
４１４ 
（３８７）
４８３ 
（５１５）
４８５ 
（５３５）
４４７ 
（４１３）

７，４８６ 
（７，５１２）
７，８２２ 
（７，４３３）
８，１４０ 
（７，３８２）
８，１８５ 
（７，１３７）
８，３３０ 
（７，２１１）
８，５２９ 
（６，９９０）
４，０９４ 
（４，１０１）
４，２１５ 
（４，０２５）
４，３３７ 
（４，０９４）
４，３８９ 
（４，０３４）
４，４８３ 
（４，０４７）
４，５９８ 
（４，０３２）

（　）内は前年同月実績　※経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載 表彰式会場で記念撮影

パソコンを相手にCADの初歩を学ぶ

第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

定
村
理
事
長
か
ら
優
良
従
業
員
８
人
に
表
彰
状
を
授
与

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
２

月
17
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
「
菊
の
間
」

で
第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
来

賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課

の
梶
田
昌
幸
課
長
と
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
堀
内
忠
専
務
理
事
が
出
席
し
、
組
合
員
各
社

か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
８
人
を
表
彰
し
た
。

　

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司
会
で

進
行
。
志
賀
正
人
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
定
村
光
理
事
長
は
「
一
般
缶
業
界
の
最

も
景
気
の
良
か
っ
た
平
成
２
年
頃
の
消
費
者
は
１

億
総
中
流
意
識
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
今
で
は

そ
の
意
識
も
薄
れ
、
一
般
缶
の
売
上
げ
も
激
減
し

て
い
る
。
根
本
的
に
は
我
々
一
般
缶
に
携
わ
る
企

業
は
今
の
時
代
に
合
っ
た
自
己
変
革
が
必
要
で
あ

り
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
も
そ
の
こ
と
を
一
緒
に
な

っ
て
考
え
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
同

理
事
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
渡
さ
れ
、
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
の
辻
木
絵

美
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
関
東
経
済
産

業
局
の
梶
田
課
長
、
東
京
中
央
会
の
堀
内
専
務
理

事
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
鳥
居
廣
副
理
事
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の
ち
表
彰
式

は
終
了
。
そ
の
あ
と
明
治
座
２
月
公
演
・
痛
快
人

情
喜
劇
「
お
ト
ラ
さ
ん
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

辻
木
絵
美（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）、松
本
佳
見（
金

方
堂
松
本
工
業
㈱
）、
五
十
嵐
秀
幸
（
金
方
堂
松

本
工
業
㈱
）、
宮
田
政
行
（
㈱
ト
ー
カ
ン
）、
井
上

辰
徳
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、吉
田
雄
亮
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、

渡
辺　

一
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）、
丹　

和
馬
（
水

戸
部
製
缶
㈱
）

受
賞
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
感
想

◆
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

　

た
「
も
の
づ
く
り
」
に
日
々
、
励
ん
で
い
き
た
い
。

◆「
新
し
い
商
品
を
生
み
出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て

　

い
か
な
け
れ
ば
」
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の
製
缶
業
界
を
担
う
一
員
と
し
て
精

　

進
し
て
い
き
た
い
。

◆
こ
の
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
一
層
頑
張
り
た

　

い
。

◆
今
後
ど
う
変
革
し
て
い
く
べ
き
か
を
よ
く
考
え

　

な
が
ら
業
務
に
励
み
た
い
。

エヌエス金属工業㈱　山田裕人

「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加して「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加して
東日本一般缶工業協同組合 技術講習会レポート



一般缶連合会ニュース／第125号（平成28年7月29日）一般缶連合会ニュース／第125号（平成28年7月29日）

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　平成28年２月16日、東京・墨田区のすみだ中小企
業センターで行われた教育・組織委員会企画の技術
講習会「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加しました。
今回は５人が受講し、本来２時間半×２回で行われる
講習内容を１回３時間に短縮したプログラムを組んで
いただき、「Ｒoot Ｐro ＣＡＤ」の無料ダウンロード版を
使い進められました。
　「直線」や「斜線」から始まり、「曲線」や「円」の作図
を学び、ここで担当の先生から衝撃の一言「これで大
体の図面は引くことができます」。基本的なことができ
れば、あとは応用方法の使い方です。確かに一見し
て難しそうな「多角形」なども細かく区分けしていけば、
「直線」と「曲線」の組み合せであることが分かりました。
　振り返ってみれば、難しそうだという先入観や食わ
ず嫌いとはこのことかと反省しました。お陰様で講習
が終わった頃には自社の製品図面の総改訂まで考え
ていました。ただ、受講中、先生から言われた「触れ
ていないと忘れてしまう」という言葉は、まさにその通り
だと思い、今後は教えていただいたことを反芻練習し
たいと思っています。
　最後に、個人的にも取り組みに消極的であった「Ｃ
ＡＤによる図面作成」に触れる機会をいただき、企画
された委員の皆様に感謝いたします。

メキシコについて熱く語る講師の大嶋氏

「エシカル」の重要性を力説する瀧田社長
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「
最
新
メ
キ
シ
コ
事
情
と

　
　

  

一般
缶
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
開
催

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
５

月
20
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
「
最
新
メ
キ
シ
コ
事
情
と
一
般
缶
の
可
能
性
」

と
題
す
る
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
日
本
磨

棒
鋼
工
業
組
合
事
務
局
長
の
大
嶋
巖
氏
。
こ
れ
は
、

一
般
缶
の
国
内
需
要
が
著
し
く
縮
小
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
10
月
に
大
筋
合
意
さ
れ

た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
T
P
P
）
協

定
に
よ
る
関
税
撤
廃
等
を
最
大
限
に
活
用
し
た
市

場
開
拓
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
で
同
組

合
の
活
路
開
拓
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。
大
嶋

氏
は
在
メ
キ
シ
コ
日
本
国
大
使
館
の
資
料
に
基
づ

き
メ
キ
シ
コ
の
経
済
・
社
会
、
日
墨
関
係
を
中
心

に
説
明
し
た
。
自
身
の

長
期
に
わ
た
る
メ
キ
シ

コ
と
の
関
わ
り
と
体
験

を
通
し
て
次
の
点
を
指

摘
し
た
。○
母
系
社
会

で
家
族
主
義
○
物
を
大

切
に
す
る
民
族
○
非
常

に
親
日
的
だ
が
時
間
に

ル
ー
ズ
○
誕
生
日
な
ど

に
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
習
慣
が
あ
る
○
容
器

は
経
済
性
と
リ
サ
イ
ク

ル
性
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
が
好
ま
れ
る
○
メ

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

キ
シ
コ
人
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
あ
ま
り
お
金
を
か
け

な
い
。

　

関
心
事
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
一
般
缶
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
「
メ
キ
シ
コ
で
は
高
級
な
ク

ッ
キ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に
一

般
缶
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
工

夫
す
れ
ば
新
市
場
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

缶
を
輸
出
す
る
と
い
う
よ
り
現
地
に
合
弁
会
社
を

つ
く
っ
て
「
地
産
地
消
」
の
形
態
で
進
出
す
る
の

が
一
番
よ
い
。
ま
ず
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
現

地
視
察
を
」
と
語
っ
た
。
ま
た
大
嶋
氏
は
メ
キ
シ

コ
で
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
５
つ
の
「
あ
」
す

な
わ
ち
「
①
あ
わ
て
ず
②
あ
せ
ら
ず
③
あ
て
に
せ

ず
④
あ
た
ま
に
こ
ず
⑤

あ
き
ら
め
ず
」
を
常
に

心
が
け
る
こ
と
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
近
い
将

来
メ
キ
シ
コ
の
店
頭
に

一
般
缶
商
品
が
た
く
さ

ん
売
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
結
ん

だ
。

「
エ
シ
カ
ル
」を
一般
缶
Ｐ
Ｒ
の
次
な
る
展
開
に

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
28
年

３
月
18
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会

館
で
第
１
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会
を
開
催

し
た
。
司
会
は
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協

議
会
の
鳥
居
廣
委
員
。

　

始
め
に
同
協
議
会
の
広
浜
泰
久
委
員
長
が
「
本

日
の
勉
強
会
を
機
に
一
般
缶
の
Ｐ
Ｒ
の
次
な
る
展

開
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
の
ち
、

㈱
デ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
瀧
田
理

康
社
長
か
ら
「
企
業
Ｐ
Ｒ
に
エ
シ
カ
ル
は
不
可
欠

な
時
代
に
」
と
題
し
講
義
が
行
わ
れ
た
。
瀧
田
社

長
は
「
エ
シ
カ
ル
と
は
英
語
のethical

で
あ
り

『
道
徳
上
』『
倫
理
的
な
』
と
い
う
意
味
。
英
語
圏

で
は
「
環
境
や
社
会
に
配
慮
し
て
い
る
様
子
」
と

い
う
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
意
味
を
持
つ
。
広
範
囲

な
社
会
問
題
や
社
会
的
責
任
を
一
言
で
あ
ら
わ
し
、

地
球
環
境
に
配
慮
す
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
起
点

に
社
会
問
題
と
し
て
貧
困
や
児
童
労
働
、
伝
統
や

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
１
回「
エ
シ
カ
ル
消
費
」勉
強
会

一
般
缶
活
路
開
拓
講
習
会

職
人
の
再
評
価
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

再
生
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
」
と
説

明
し
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
、
コ
ッ
ト
ン
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
例
に
具
体
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
、

そ
の
意
味
づ
け
を
解
説
し
た
。

　

さ
ら
に
エ
シ
カ
ル
消
費
が
広
が
っ
て
い
る
背
景

に
は
①
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
②
日
本
の
消

費
者
意
識
の
変
化
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を

紹
介
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、「
エ
シ
カ
ル
」
と
「
企

業
活
動
」
と
「
Ｐ
Ｒ
」
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
と
力
説
し
た
。

平成２７年１２月～平成２８年５月までの一般缶生産出荷実績

      27.12

  28.  1

2

3

4

 5

27.12

  28.  1

         2

         3

         4

         5

年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他
在　庫

（単位：ｔ）

５，５６７ 
（５，５２０）
４，９０７ 
（４，９０３）
５，２９７ 
（５，１４９）
５，５０４ 
（５，３１０）
５，３５８ 
（５，４９８）
５，３９１ 
（４，９００）
４，２３６ 
（４，０７９）
３，７１１ 
（３，４９１）
３，６５６ 
（３，６６５）
３，７８８ 
（３，９１５）
　３，６８２ 
（３，９３６）
　３，５６９ 
（３，５９５）

５，１８５ 
（５，２２８）
４，１６６ 
（４，７９６）
４，６５４ 
（４，８９３）
５，１５０ 
（５，１８７）
４，９２０ 
（５，０２９）
４，８６１ 
（４，８８９）
４，２４４ 
（４，２１４）
３，５２３ 
（３，５６０）
３，４２４ 
（３，５０９）
３，６５０ 
（３，９３８）
　３，５８７ 
（３，８５９）
３，４２４ 
（３，５４６）

３１２ 
（３６０）
３８５ 
（２７７）
４１４ 
（３８７）
４８３ 
（５１５）
４８５ 
（５３５）
４４７ 
（４１３）

７，４８６ 
（７，５１２）
７，８２２ 
（７，４３３）
８，１４０ 
（７，３８２）
８，１８５ 
（７，１３７）
８，３３０ 
（７，２１１）
８，５２９ 
（６，９９０）
４，０９４ 
（４，１０１）
４，２１５ 
（４，０２５）
４，３３７ 
（４，０９４）
４，３８９ 
（４，０３４）
４，４８３ 
（４，０４７）
４，５９８ 
（４，０３２）

（　）内は前年同月実績　※経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載 表彰式会場で記念撮影

パソコンを相手にCADの初歩を学ぶ

第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

定
村
理
事
長
か
ら
優
良
従
業
員
８
人
に
表
彰
状
を
授
与

　

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
２

月
17
日
、
東
京
・
中
央
区
の
明
治
座
「
菊
の
間
」

で
第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
来

賓
と
し
て
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課

の
梶
田
昌
幸
課
長
と
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
堀
内
忠
専
務
理
事
が
出
席
し
、
組
合
員
各
社

か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
良
従
業
員
８
人
を
表
彰
し
た
。

　

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司
会
で

進
行
。
志
賀
正
人
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
定
村
光
理
事
長
は
「
一
般
缶
業
界
の
最

も
景
気
の
良
か
っ
た
平
成
２
年
頃
の
消
費
者
は
１

億
総
中
流
意
識
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
今
で
は

そ
の
意
識
も
薄
れ
、
一
般
缶
の
売
上
げ
も
激
減
し

て
い
る
。
根
本
的
に
は
我
々
一
般
缶
に
携
わ
る
企

業
は
今
の
時
代
に
合
っ
た
自
己
変
革
が
必
要
で
あ

り
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
も
そ
の
こ
と
を
一
緒
に
な

っ
て
考
え
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
同

理
事
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
渡
さ
れ
、
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
の
辻
木
絵

美
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
関
東
経
済
産

業
局
の
梶
田
課
長
、
東
京
中
央
会
の
堀
内
専
務
理

事
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
鳥
居
廣
副
理
事
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の
ち
表
彰
式

は
終
了
。
そ
の
あ
と
明
治
座
２
月
公
演
・
痛
快
人

情
喜
劇
「
お
ト
ラ
さ
ん
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

辻
木
絵
美（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）、松
本
佳
見（
金

方
堂
松
本
工
業
㈱
）、
五
十
嵐
秀
幸
（
金
方
堂
松

本
工
業
㈱
）、
宮
田
政
行
（
㈱
ト
ー
カ
ン
）、
井
上

辰
徳
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、吉
田
雄
亮
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）、

渡
辺　

一
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）、
丹　

和
馬
（
水

戸
部
製
缶
㈱
）

受
賞
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
感
想

◆
常
に
向
上
心
を
も
っ
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

　

た
「
も
の
づ
く
り
」
に
日
々
、
励
ん
で
い
き
た
い
。

◆「
新
し
い
商
品
を
生
み
出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て

　

い
か
な
け
れ
ば
」
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の
製
缶
業
界
を
担
う
一
員
と
し
て
精

　

進
し
て
い
き
た
い
。

◆
こ
の
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
一
層
頑
張
り
た

　

い
。

◆
今
後
ど
う
変
革
し
て
い
く
べ
き
か
を
よ
く
考
え

　

な
が
ら
業
務
に
励
み
た
い
。

エヌエス金属工業㈱　山田裕人

「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加して「はじめての２次元ＣＡＤ」に参加して
東日本一般缶工業協同組合 技術講習会レポート
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広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

代
表
取
締
役  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
株
式
会
社

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

善
友
金
属
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
1
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

川 

正 

之

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九（
七
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
七
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

是 
松 
一 

郎

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
一
│
五
│
一
八

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
生
命
道
修
町
ビ
ル
７
階

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
一

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

中 

田 

成 

一

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
│
二

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 
藤 
孝 
生

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

隅 

田 

博 

彦

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

高 

野 

康 

弘

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
│
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島 

大 

吾

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

眞
理
子

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）四
九
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
五
九
七
）四
五
五
九

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

会
　
長  

定 

村
　  

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
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広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

代
表
取
締
役  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
│
五
│
二
〇

電　

話
〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

代
表
取
締
役  

矢 
谷 
満
里
子

日
西
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
〇

電　

話
〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
株
式
会
社

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

善
友
金
属
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　

  

ト
ミ
キ
ン
ビ
ル
1
階

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

川 
正 
之

富

安

株

式

会

社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋
　
徹

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九（
七
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
七
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

是
松
鋼
商
株
式
会
社

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
│
一
四

電　

話
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

代
表
取
締
役
社
長  

清 

野 

泰 

樹

株
式
会
社
M
O
B
Y

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
│
七
│
一

電　

話
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

新
里
機
工
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

会
　
長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄
一
郎

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
一
│
五
│
一
八

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
生
命
道
修
町
ビ
ル
７
階

電　

話
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
二
三
三
）二
二
八
九

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

代
表
取
締
役  

辻
　
亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村
　
光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島
　
裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
一

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

理
事
長  

定 

村
　
光

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 　
　

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

理
事
長  

中 

田 

成 

一

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

代
表
取
締
役
社
長  

水
戸
部 

伸 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八
│
二

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

代
表
取
締
役  

中 

川 

太 

郎

中
川
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

生
野
金
属
株
式
會
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

進 

藤 

孝 

生

代
表
取
締
役
社
長  

柿 

木 

厚 

司

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
二
一
一
）〇
一
八
一

代
表
取
締
役
社
長  

隅 

田 

博 

彦

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
│
七

電　

話
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

理
事
長  

高 

野 

康 

弘

東
京
都
錻
力
地
金
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
│
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

代
表
取
締
役
社
長  

川 

島 

大 

吾

西
部
容
器
株
式
会
社

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
三
八
│
一
三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

眞
理
子

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

暑
中
お
見
舞

　 

申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
五
九
七
）四
九
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
五
九
七
）四
五
五
九

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

      　
　
　
　

  

第
一
古
茂
田
ビ
ル
２
Ｆ

電　

話
〇
三（
五
八
一
七
）七
三
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）九
三
五
〇

会
　
長  

定 

村
　  

光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
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平
成
28
年
2
月
か
ら

　
　
　

7
月
ま
で
の
行
事

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

２
／
５　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

２
／
10　

中
部
組
合
と
の
打
合
せ
会
議

２
／
16　
「
は
じ
め
て
の
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
」講

　
　
　
　

習
会

２
／
17　

第
36
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

３
／
11　

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

３
／
18　

第
３
回
財
務
特
別
委
員
会

３
／
18　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
24　

鉄
二
厚
生
年
金
基
金
解
散
説
明
会

３
／
25　

事
務
局
長
協
会
第
60
回
定
期
総
会

３
／
25　

事
務
局
長
協
会
創
立
60
周
年
記
念

　
　
　
　

式
典

３
／
29　

相
談
役
会

４
／
６　

第
60
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

４
／
12　

監
事
会

４
／
22　

第
１
回
常
任
理
事
会

４
／
22　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

４
／
28　

東
京
中
央
会
「
役
員
・
評
議
員
合

　
　
　
　

同
会
議
」

５
／
19　

組
合
士
協
会
「
第
41
回
通
常
総
会
」

５
／
20　

一
般
缶
活
路
開
拓
講
習
会

５
／
20　

第
38
回
通
常
総
会

５
／
31　

東
京
中
央
会
「
第
64
回
通
常
総
会
」

６
／
13　

中
小
企
業
６
団
体
「
中
小
企
業
成

　
　
　
　

長
促
進
大
会
」

６
／
17　

全
国
組
合
士
協
会
連
合
会「
第
33
回

　
　
　
　

通
常
総
会
・
組
合
士
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　

2
0
1
6
」

７
／
７　

第
２
回
常
任
理
事
会

７
／
７　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

７
／
15　

東
京
都
紙
器
組
合
工
業
協
同
組
合

　
　
　
　

と
の
一
般
缶
工
場
見
学
会

７
／
21　

事
務
局
長
協
会
企
業
等
視
察

７
／
22　

東
京
都
経
営
支
援
課
「
平
成
28
年

　
　
　
　

度
団
体
情
報
連
絡
会
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

３
／
24　

役
員
会

５
／
12　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

５
／
19　

第
48
期
通
常
総
会

５
／
26　

Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ
会

７
／
29　

技
術
交
流
会
（
善
友
金
属
）

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

２
／
５　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
会
」

３
／
18　

第
１
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会

３
／
18　

平
成
27
年
度
理
事
会
（
役
員
会
）

３
／
18　

第
４
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

４
／
26　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

４
／
28　

経
済
産
業
省
「
軽
減
税
率
制
度
導

　
　
　
　

入
説
明
会
」

５
／
18　

監
事
会

６
／
３　

第
38
回
定
時
総
会

６
／
14　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
通
常
総
会

６
／
20　

経
済
産
業
省
「
金
属
課
お
披
露
目

　
　
　
　

会
・
異
動
者
歓
送
迎
会
」

７
／
７　

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

　
　
　
　

ラ
ム
2
0
1
6

７
／
７　

一
般
缶
も
の
知
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
人
の
技

　
　
　
　

と
夢
が
詰
ま
っ
た
一
般
缶
」
完
成

　
　
　
　

披
露
・
撮
影
協
力
感
謝
状
贈
呈
式

７
／
12　

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

連
合
会
「
第
18
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

平
成
28
年
８
月
か
ら

　
平
成
29
年
１
月
ま
で
の
行
事
予
定

７
／
28　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

２
／
26
〜
27　

研
修
旅
行
in
沖
縄

３
／
26　

第
10
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
25　

東
日
本
・
西
日
本
組
合
と
の
打
合

　
　
　
　

せ
会
議

９
／
16　

第
３
回
常
任
理
事
会

９
／
16　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

９
／
28　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

10
／
13　

東
京
中
央
会
「
会
長
表
彰
式
」

11
／
２　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／　
　

第
61
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
29
年

１
／
20　

第
４
回
常
任
理
事
会

１
／
20　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

８
／
５　

役
員
会

９
／
27　

合
同
部
会

10
／　
　

４
Ｓ
会

10
／
20　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

12
／
２　

役
員
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

10
／
14　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
14　

第
２
回
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
勉
強
会

10
／
14　

第
41
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会

　
　
　
　

協
議
会

12
／
8
〜
10　

環
境
展
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　
　
　
　
　
　

2
0
1
6
」

平
成
29
年

１
／　
　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

１
／
20　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

１
／
20　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

８
／
８　

会
計
監
査

８
／
22　

平
成
27
年
度
通
常
総
会

８
／
22　

納
涼
会

12
／　
　

忘
年
会

平
成
29
年

１
／　
　

新
年
会

《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
特
別
会
員
）

東
洋
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

大
塚
一
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

組
合
伝
言
板

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

S
K
T
会
ゴ
ル
フ
会

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
28
年
４
月
６
日
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
梅
郷
コ
ー
ス
で
第
60
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

（
理
事
長
杯
取
り
切
り
戦
）
を
開
催
。
参
加

者
は
18
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

中
村
匡
宏
氏
（
神
宮
製
作
所
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

42
・
45
・
87
・
19
・
68

二
位　

二
橋
英
之
氏
（
二
橋
プ
リ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　

45
・
46
・
91
・
18
・
73

三
位　

江
連
一
義
氏 （
江
連
金
属
印
刷
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

46
・
46
・
92
・
18
・
74

次
回
は
平
成
28
年
秋
に
行
う
予
定
。

　

平
成
28
年
５
月
12
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
１
４
７

回
の
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

佐
藤　

一
氏
（
佐
藤
製
缶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37
・
42
・ 

6
・
73

二
位　

黒
川
昌
隆
氏
（
東
伸
金
属
印
刷
工
業
）

    　
　
　
　
　
　
　
　

  

42
・
42
・
10
・
74

三
位　

小
島
善
男
氏
（
中
村
商
事
）

    　
　
　
　
　
　
　
　

  

46
・
47
・
18
・
75

次
回
は
平
成
28
年
10
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
28
年
５
月
26
日
大
阪
府
の
池
田
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
第
49
回
の
ゴ
ル
フ
会
を

開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝　

小
林
喜
彦
氏
（
生
野
金
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
・
45
・
20
・
75

二
位　

松
尾
幸
宣
氏
（
三
国
金
属
工
業
）

  　
　
　
　
　
　
　
　

    

43
・
44
・
11
・
76

三
位　

仲
由
一
樹
氏
（
大
日
製
罐
）

   　
　
　
　
　
　
　
　

   

41
・
51
・
15
・
77

　

次
回
は
平
成
29
年
５
月
に
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
│
一
六
│
一
一

電　

話
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
七
二
〇
）五
五
一
六

代
表
取
締
役  

桑 
田 
敬 
士

株
式
会
社
愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

千
葉
県
船
橋
市
南
海
神
一
│
八
│
一

電　

話
〇
四
七（
四
三
五
）〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
三
三
）九
七
六
一

代
表
取
締
役  

大 

塚 

吉 

弘

日
本
メ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
羽
町
九
六
四
│
一
九

電　

話
〇
四
五（
五
三
四
）〇
〇
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
五
三
四
）〇
〇
三
四

代
表
取
締
役  

藤 

井 

克 

政

株
式
会
社
東
京
ダ
イ
ス

暑
中
お
見
舞

　 
申
し
上
げ
ま
す 

（
順
不
同
）

（
西
日
本
組
合
員
）

善
友
金
属
㈱　

　

代
表
取
締
役
社
長　

砂
川
秀
樹
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

佐
藤
製
缶
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
藤
一
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

（
協
力
・
賛
助
会
員
）

富
安
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

田
川
正
之
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
６
月

明
邦
鋼
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

窪
島
孝
行
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
４
月

是
松
鋼
商
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

是
松
一
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
７
月

西
部
容
器
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

川
島
大
吾
氏

平
成
28
年
６
月

《
脱
退
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
）

埼
玉
製
缶
㈱　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

㈱
同
塵
社　
　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

（
西
日
本
組
合
）

大
和
容
器
㈱　　
　
　
　

平
成
28
年
3
月
31
日

《
住
所
変
更
》

（
西
日
本
組
合
員
）

平
和
製
罐
㈱
忠
岡
工
場

　

〒
5
9
5
│
0
8
1
1

　

大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡
北
３
│
６
│
35

　
　

電　

話（
0
7
2
5
）2
2
│
3
0
0
1

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
7
2
5
）2
2
│
3
0
0
6

　

平
成
28
年
２
月
18
日

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
│
一
七
│
二

電　

話
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

代
表
取
締
役  

大 

貫 

賢 

充

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
平
田
氏
は
「
わ
が
国
の

人
口
が
長
期
的
に
急
減
す
る
中
で
、
人
が
集
ま
ら

な
い
会
社
に
未
来
は
な
い
。
女
性
が
働
き
や
す
い

会
社
は
男
性
も
働
き
や
す
い
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
男
性
も
活
躍
で
き
る
の
で
、

経
営
者
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
推
進
し
、
女
性
の
能
力
を
引

き
出
し
や
す
い
環
境
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。
将
来

に
向
け
て
発
想
を
転
換
し
①
子
育
て
し
な
が
ら
も

働
き
続
け
ら
れ
る
②
勤
務
時
間
が
柔
軟
で
あ
る
③

残
業
が
あ
ま
り
多
く
な
い
④
雇
用
が
長
期
的
に
安

定
し
て
い
る
⑤

仕
事
の
内
容
に

や
り
が
い
が
感

じ
ら
れ
る
」
会

社
を
目
指
す
こ

と
が
課
題
で
あ

る
と
強
調
し
た
。

女
性
活
躍
の
推
進
を
目
指
し

　

3
人
の
女
性
論
者
交
え
討
論
を
展
開

全日本一般缶工業団体連合会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

鳥
居　

会
社
で
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
。

齊
藤　

私
は
千
葉
管
理
課
で
総
務
全
般
を
受
け
持

つ
。
就
業
規
則
の
改
定
や
安
全
衛
生
面
で
は
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
従
業
員

の
健
康
管
理
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
担
当
者
と

し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
従
業
員
の
相
談
窓
口

と
な
り
休
職
者
と
の
連
絡
係
や
復
職
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

鳥
居　

女
性
が
活
躍
す
る
上
で
会
社
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。

齊
藤　

1
点
目
は
、
職
能
資
格
制
度
が
あ
る
こ
と
。

職
種
ご
と
に
職
能
資
格
要
件
表
が
あ
り
、
誰
も
が

閲
覧
で
き
る
。
ま
た
各
個
人
も
そ
れ
ぞ
れ
等
級
が

あ
る
の
で
、
そ
の
要
件
表
に
自
分
の
等
級
を
あ
て

は
め
る
と
次
に
自
分
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
の
か
が
一
目

瞭
然
と
な
る
。
毎
年
３
月
に
は
通
信
教
育
強
調
月

間
を
設
け
、
全
従
業
員
に
自
己
啓
発
を
促
し
て
い

る
。
教
育
訓
練
に
は
費
用
面
、
時
間
面
で
の
援
助

を
充
実
さ
せ
、
完
全
取
得
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

る
。
資
格
取
得
者
に
は
資
格
手
当
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。

　

２
点
目
は
、
育
児
介
護
休
業
制
度
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
規
定
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
休
職
者
に
は
面

倒
な
手
続
き
を
会
社
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
休
職
中
の

書
類
関
係
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

３
点
目
は
、
休
み
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
が

あ
る
こ
と
。
年
次
有
給
休
暇
は
1
時
間
単
位
で
取

得
で
き
る
時
間
有
給
休
暇
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
平
成
28
年
７
月
７
日
、
東
京
・
港
区
の
浜
松
町
東
京
會
舘
で

「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
6
」
を
開
催
し
、
会
員
企
業
な
ど
1
1
9
人
が
参

加
し
た
。
第
１
部
は
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
事
務
局
長
の
平
田
美
穂
氏
が
「
女
性
活
躍
の

可
能
性
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

同
連
合
会
の
鳥
居
廣
理
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
「
女
性
活
躍
の
場
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
」

を
テ
ー
マ
に
３
人
の
女
性
パ
ネ
リ
ス
ト
が
体
験
を
通
じ
た
討
論
を
展
開
し
た
。
第
３
部
は
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
懇
親
を
深
め
た
。（
司
会
は
小
西
康
晴
運
営
副
委
員
長
）

一般缶イノベーションフォーラム2016一般缶イノベーションフォーラム2016
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性
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か
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～
南
国
・
沖
縄
で
の
充
実
し
た
２
日
間
～ 

平
成
28
年
２
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、

一
般
缶
缶
友
会
主
催
に
よ
る
「
沖
縄
研
修
旅

行
」
に
19
社
総
勢
22
人
で
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

１
日
目
は
飛
行
機
が
天
候
の
関
係
で
遅

れ
、
ま
た
、
沖
縄
は
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ

イ
ン
中
と
あ
っ
て
、
道
路
が
混
雑
し
て
お
り
、

バ
タ
バ
タ
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
予
定
し

て
い
た
首
里
城
訪
問
は
見
送
り
と
な
り
、
那

覇
空
港
到
着
後
は
、
沖
縄
料
理
店
で
昼
食
後
、

南
城
市
に
あ
る
、
世
界
文
化
遺
産
の
斎
場
御

嶽
（
せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き
）
を
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

御
嶽
と
は
南
西
諸
島
に
広
く
分
布
し
て

い
る
「
聖
地
」
の
総
称
で
、
斎
場
御
嶽
は
琉

球
王
国
最
高
の
聖
地
で
、
沖
縄
一
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

入
口
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
ビ
デ
オ
で
注
意

事
項
を
聞
き
、
そ
の
後
年
配
の
現
地
ガ
イ
ド

さ
ん
の
先
導
で
見
学
開
始
で
す
。
御
門
口

（
ウ
ジ
ョ
ウ
グ
チ
）
か
ら
参
道
に
入
り
、
大

庫
理
（
ウ
フ
グ
ー
イ
）
、
寄
満
（
ユ
ン
イ
チ
）
、 

     

三
庫
理
（
サ
ン
グ
ー
イ
）
の
順
に
神
聖
な

拝
所
を
巡
っ
て
い
き
ま
し
た
。
参
道
か
ら
拝

所
ま
で
は
、
古
い
石
畳
の
道
が
通
っ
て
い
ま

し
た
。
石
畳
は
非
常
に
滑
り
や
す
く
特
に
下

り
だ
と
何
度
も
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

拝
所
は
い
ず
れ
も
鍾
乳
洞
な
ど
の
自
然
の

造
形
を
生
か
し
た
シ
ン
プ
ル
な
祠
の
よ
う

な
も
の
で
人
工
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
神
聖

な
感
じ
の
す
る
場
所
で
し
た
。
中
で
も
三
庫

理
は
、
２
つ
の
大
き
な
岩
が
三
角
形
の
空
間

を
作
っ
て
お
り
、
隙
間
か
ら
入
っ
て
く
る
光

が
何
と
も
神
秘
的
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
琉
球
王
国
の
神
聖
な
土
地
で
、
我
々

一
般
缶
業
界
の
発
展
を
各
自
お
祈
り
し
、
沖

縄
一
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
ご
利
益
を
期

待
し
つ
つ
、
斎
場
御
嶽
を
後
に
し
ま
し
た
。 

バ
ス
へ
戻
る
途
中
、
近
く
の
知
念
岬
公
園
に

寄
り
、
そ
こ
か
ら
神
の
島
と
呼
ば
れ
る
久
高

島
（
く
だ
か
じ
ま
）
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
久
高
島
は
琉
球
の
祖
ア
マ
ミ
キ

ヨ
が
天
か
ら
降
り
て
最
初
に
作
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
神
聖
な
島
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
向
か
い
、
一
旦
解
散
し
た

後
、
夜
は
懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
員

で
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
や
沖
縄
特
産
の
泡
盛

を
頂
き
な
が
ら
、
業
界
の
現
状
や
行
く
末
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。 

２
日
目
は
バ
ス
で
名
護
市
に
向
か
い
、
オ

リ
オ
ン
ビ
ー
ル
の
製
造
工
場
・
オ
リ
オ
ン
ハ

ッ
ピ
ー
パ
ー
ク
を
訪
問
・
工
場
見
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
は
昭
和
32
年
の
創
業
で
、

創
業
当
初
は
沖
縄
ビ
ー
ル
と
い
う
社
名
で

し
た
が
、
公
募
で
「
オ
リ
オ
ン
」
と
い
う
名

前
が
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

入
館
し
て
少
し
待
機
し
た
後
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
あ
り
見
学
者
全
員
が
集
合
し
て
、
女
性

の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
先
導
の
も
と
、
工
場
内
を

見
学
し
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
原
料
で
あ
る
麦
芽
・
ホ
ッ
プ
を

見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
独
特
の
強
烈
な
酸
っ

ぱ
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
原
料
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
北
米
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら

輸
入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
次
に
、
仕
込
み

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
麦
芽
を
仕
込
槽
に

入
れ
、
加
熱
し
糖
化
し
た
麦
汁
を
作
り
、
そ

れ
を
ろ
過
し
て
煮
沸
釜
に
移
し
、
ホ
ッ
プ
を

加
え
て
冷
却
し
、
発
酵
タ
ン
ク
に
送
ら
れ
ま

す
。
釜
に
つ
い
て
い
る
窓
か
ら
ド
ロ
ド
ロ
に

な
っ
た
麦
汁
が
見
え
、
ニ
ワ
ト
リ
の
エ
サ
の

よ
う
な
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
発
酵
タ
ン
ク

で
は
冷
却
さ
れ
た
麦
汁
に
酵
母
を
加
え
て

発
酵
さ
せ
ま
す
。
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
の
酵
母

は
、
酵
母
番
号
を
工
場
の
あ
る
名
護
市
に
ち

な
ん
で
、
「7

5
-
0
1
4
0

（
な
ご
お
い
し
い
）
」

と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

発
酵
さ
せ
た
ビ
ー
ル
は
貯
酒
タ
ン
ク
に
貯

蔵
さ
れ
、
約
十
数
日
間
、
時
間
を
か
け
て
じ

っ
く
り
と
熟
成
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
ろ
過

工
程
で
熟
成
さ
れ
た
ビ
ー
ル
か
ら
酵
母
と

余
分
な
タ
ン
パ
ク
質
を
取
り
除
き
、
琥
珀
色

の
清
澄
な
ビ
ー
ル
が
出
来
上
が
り
ま
す
。 

出
来
上
が
っ
た
ビ
ー
ル
は
容
器
に
詰
め
ら

れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
充
填
工
程
は
当

日
は
機
械
整
備
の
た
め
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

て
お
り
、
充
填
さ
れ
て
い
く
様
子
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
と
、
充

填
は
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ン
詰
め
、
缶
詰
め
、
た
る

詰
め
が
あ
り
、
ビ
ン
詰
め
は
毎
分
３
２
０
本
、

缶
詰
め
は
毎
分
１
２
０
０
缶
、
た
る
詰
め
は

毎
分
12
本
の
ス
ピ
ー
ド
で
詰
め
て
い
る
そ

う
で
す
。
缶
詰
め
用
の
缶
は
ア
ル
ミ
が
メ
イ

ン
で
す
が
一
部
ス
チ
ー
ル
も
あ
る
と
の
こ

と
で
、
九
州
か
ら
調
達
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

最
後
に
最
終
検
査
を
経
て
、
合
格
し
た
製
品

が
出
荷
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
は

88
％
が
沖
縄
な
ど
国
内
消
費
で
、
残
り
は
台

湾
な
ど
に
輸
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

『
沖
縄
研
修
旅
行
を
終
え
て 

斎
場
御
嶽
訪
問
・ 

オ
リ
オ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク
工
場
見
学
』 
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幸
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東
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崎 
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工
場
見
学
終
了
後
、
建
物
内
の
ビ
ー
ル
園

「
や
ん
ば
る
の
森
」
で
出
来
た
て
の
ビ
ー
ル

を
試
飲
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の

道
中
、
バ
ス
の
中
な
ど
で
ア
ル
ミ
缶
入
り
の

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
も
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

出
来
た
て
の
ビ
ー
ル
は
よ
り
風
味
が
あ
り
、

大
変
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
つ
ま
み
と
し

て
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
を
作
る
と
き
に
出
来

る
酵
母
を
使
っ
て
い
る
「
オ
リ
オ
ン
ビ
ア
ナ

ッ
ツ
」
も
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
り
と
ビ
ー

ル
の
味
が
す
る
ナ
ッ
ツ
で
、
ビ
ー
ル
が
い
っ

そ
う
進
み
ま
し
た
。
「
や
ん
ば
る
の
森
」
は

レ
ス
ト
ラ
ン
も
兼
ね
て
お
り
、
美
味
し
い
料

理
を
頂
き
な
が
ら
、
午
前
中
か
ら
宴
会
モ
ー

ド
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
産
物
屋
さ
ん

も
充
実
し
て
お
り
、
泡
盛
や
ち
ん
す
こ
う
な

ど
の
お
土
産
を
各
自
購
入
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
バ
ス
に
て
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
で
有
名

な
美
ら
海
水
族
館
に
行
き
、
昼
食
の
バ
イ
キ

ン
グ
で
美
味
し
い
沖
縄
料
理
を
頂
い
た
後
、

美
ら
海
水
族
館
を
各
自
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ

の
後
バ
ス
で
那
覇
空
港
に
戻
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
２
日
間
が
終
了
し
ま
し
た
。 

私
は
今
回
初
め
て
一
般
缶
缶
友
会
の
研

修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

の
沖
縄
研
修
旅
行
は
ス
チ
ー
ル
に
関
わ
る

も
の
の
見
聞
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
が
、
と
て
も
実
り
の
あ
る
研
修
で
し
た
。 

一
般
缶
缶
友
会
は
あ
る
企
業
と
あ
る
企

業
の
１
対
１
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
参
加

さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
が
有
機
的
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
分
野

を
超
え
て
、
一
般
缶
業
界
全
体
を
良
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。 

日
常
の
業
務
や
懇
親
会
な
ど
で
は
、
ど
う
し

て
も
取
引
の
あ
る
企
業
同
士
の
挨
拶
・
交
渉

の
場
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
中

で
、
一
般
缶
缶
友
会
の
場
合
は
、
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
員
に
絡
み

あ
う
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
私
も
今
回
の

研
修
旅
行
で
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
と
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者

の
方
の
多
様
な
状
況
の
お
話
や
業
界
に
関

す
る
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
缶

業
界
が
少
子
高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
シ
ュ

リ
ン
ク
し
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
で

は
、
個
々
の
企
業
が
個
別
で
動
く
よ
り
も
、

一
般
缶
缶
友
会
の
よ
う
に
や
は
り
一
般
缶

に
関
わ
る
企
業
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、
意

見
を
ま
と
め
て
行
動
し
、
一
般
缶
を
後
世
に

残
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
大
変
充

実
し
た
沖
縄
視
察
研
修
旅
行
を
企
画
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
幹
事
の
皆
様
、
様
々
な
ご

手
配
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                         

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

一
般
缶
缶
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

平
成
28
年
３
月
26
日
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
一
般
缶
缶
友
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
。
参
加
者
は
18
人
。 

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。 

 

優
勝 

小
黒 

保
満
氏
（
日
進
製
缶
） 

40
・
45
・
85
・
12
・
73 

二
位 

水
戸
部 

伸
寿
氏
（
水
戸
部
製
缶
） 

45
・
50
・
95
・
20.

４
・
74.

6 

三
位 

二
橋 

英
之
氏 

(

二
橋
プ
リ
ン
ト)

 

53
・
50
・
1

0

3
・
27.

6
・
75.
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             沖縄研修旅行に参加した皆さん 


